
施
策

８
　

安
全

教
育

の
推

進
と

安
全

管
理

の
徹

底
P
4
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○
交

通
安

全
の

推
進

・
通

学
路
の

安
全

点
検

と
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等
と

連
携

し
た

登
下

校
時

の
安
全

指
導

、
定
期

的
な

安
全

点
検

を
は

じ
め
、

保
護

者
と
連

携
し

て
の

点
検

等
を

き
め
細

か
に

実
施
し

、
改

善
し

ま
す
。

・
各
校

で
通

学
路

の
合

同
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
当

該
点

検
で

確
認

し
た
改

善
す

べ
き

箇
所

に
つ

い
て

、
現

場
の

状
況

確
認

を
行

っ
た

上
で

関
係

部
署
と

連
携

し
、

対
策

を
計

画
し

て
可

能
な

箇
所

か
ら

改
善

を
図

り
ま
し

た
。

学 教

・
通

学
路

の
安

全
点

検
結

果
に

基
づ

き
、

各
小

学
校

の
通

学
路

の
安

全
を

再
確

認
す

る
と

と
も

に
、

児
童

及
び

教
員

の
安

全
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

青
色

回
転

灯
装
備
車

両
に

よ
る
下

校
時

間
の

安
全

パ
ト
ロ

ー
ル

を
計
画

的
に

実
施

し
、

児
童
生

徒
の

見
守
り

を
強

化
し

て
い

き
ま
す

。

・
通

学
路
を

含
む

児
童

生
徒

の
身

近
な
地

域
安

全
マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

授
業

で
活
用

す
る

こ
と
に

よ
り

、
地

域
の

状
況

を
再
確

認
し

、
交
通

安
全

の
意

識
を

高
め

ま
す
。

・
児
童

生
徒

の
交

通
安

全
の

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
各

校
に

お
い

て
地

域
安
全

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

毎
年

見
直

し
を

図
り

、
安

全
な

登
下

校
へ

と
つ

な
げ
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
で

安
全

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

危
険

個
所

を
児

童
生

徒
に

周
知

す
る

こ
と

で
、

事
故

防
止

と
危

険
予

測
の

意
識

を
高

め
る

事
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
ス

ク
ー
ル

ガ
ー

ド
・

リ
ー

ダ
ー

や
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
協

力
に

よ
り

、
安

全
な

登
下

校
指

導
が

実
施

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

交
通

安
全

教
育
を
着

実
に

推
進

し
、

交
通

ル
ー

ル
の
遵

守
と

マ
ナ
ー

を
重

ん
じ

る
心

を
育
ん

で
い

き
ま

す
。

・
児

童
生
徒

が
自

転
車

の
正

し
い

乗
り
方

や
走

行
に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

、
ス

ケ
ア
ー

ド
・

ス
ト
レ

イ
ト

教
育

技
法

等
に

よ
る
自

転
車

安
全
教

室
や

交
通

安
全

教
室

を
実
施

し
ま

す
。

・
自
転

車
の

正
し

い
乗

り
方

等
を

学
習

す
る

た
め

、
各

小
学

校
で

自
転

車
安

全
教
室

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

各
中

学
校

で
は

自
転

車
登

校
の

生
徒

を
対

象
に
、

安
全

点
検

や
交

通
安

全
指

導
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

危
険

を
予

測
・
察

知
す

る
た

め
、

動
画

や
写

真
を

用
い

た
授

業
を

展
開

し
ま

し
た

。
中

学
校
を

対
象

と
し

て
い

る
ス

ケ
ア

ー
ド

ス
ト

レ
イ

ト
教

育
技

法
に

よ
る

自
転

車
安
全

教
室

に
つ

い
て

は
北

本
中

学
校

で
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
交

通
安

全
教

室
等

で
学

ん
だ

内
容

を
日

常
的

に
指

導
し

、
児

童
生

徒
の

交
通

安
全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
ま

し
た
。

ｂ
・

通
学

路
の

危
険
予
知

の
た

め
の
取

組
の

内
容

を
、

市
内
全

体
に

広
め
、

さ
ら

な
る

自
転

車
の
安

全
強

化
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す
。

・
児

童
の
声

に
よ

る
下

校
放

送
を

継
続
・

充
実

さ
せ
、

児
童

自
身

及
び

地
域

の
安
全

に
対

す
る
意

識
を

高
め

ま
す
。

・
く
ら

し
安

全
課

と
連

携
し

、
児

童
の

声
に

よ
る

下
校

見
守

り
の

お
願

い
放

送
を
計

画
的

に
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
計

画
的

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
交

通
安

全
に

対
す

る
児

童
の

意
識

を
よ

り
一

層
高

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
児

童
の

声
に

よ
る
下

校
見

守
り
の

お
願

い
放

送
を

計
画
的

に
実

施
し
、

児
童

及
び

地
域

の
方
へ

の
安

全
に
対

す
る

啓
発

を
引

き
続
き

行
っ

て
い
き

ま
す
。

○
防

災
教

育
の

推
進

・
災

害
時
に

適
切

な
行

動
を

取
る

こ
と
が

で
き

る
よ
う

な
児

童
生

徒
の

育
成

を
目
指

し
、

避
難
訓

練
を

充
実

し
ま

す
。

・
災
害

時
に

適
切

か
つ

安
全

に
避

難
で

き
る

よ
う

、
各

校
で

避
難

訓
練

を
実

施
し
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
で

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
こ
と

で
、

災
害

時
に

迅
速

か
つ

安
全

に
避

難
す

る
意

識
が

高
ま

り
ま

し
た
。

ｂ
・

児
童

生
徒

が
災
害
時

に
避

難
す
る

場
合

の
避

難
経

路
の
確

認
と

避
難
方

法
に

つ
い

て
、

あ
ら
ゆ

る
場

面
を
想

定
し

て
実

施
し

て
い
き

ま
す
。

・
北

本
市
危

機
管

理
指

針
と

の
整

合
性
を

図
り

、
様
々

な
災

害
を

想
定

し
た

防
災
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

見
直

し
と

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
各
校

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
が

帰
宅

困
難

な
場

合
を

想
定

し
た

対
応

や
竜

巻
や
雷

雨
等

の
緊

急
災

害
に

お
け

る
対

応
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
対

応
の
見

直
し

を
図

り
ま

し
た
。

学 教

・
児

童
生

徒
が

帰
宅

困
難

な
場

合
を

想
定

し
た

対
応

や
保

護
者

へ
の

引
き

渡
し

を
確

認
す

る
こ

と
で

対
応

に
つ

い
て

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

各
校

の
防

災
マ
ニ
ュ

ア
ル

の
見
直

し
を

継
続

実
施

し
、
災

害
の

規
模
に

か
か

わ
ら

ず
、

自
助
・

共
助

の
精
神

を
育

て
て

い
き

ま
す
。

3
6
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○
生

活
安

全
の

推
進

・
教

職
員
の

危
機

管
理

意
識

を
高

め
る
た

め
、

定
期
的

な
研

修
や

掲
示

物
等

の
ユ
ニ

バ
ー

サ
ル
デ

ザ
イ

ン
化

を
行

い
、

非
常
時

に
お

け
る
適

切
な

判
断

・
行

動
が

で
き
る

よ
う

指
導
し

ま
す
。

・
教
職

員
の

危
機

管
理

意
識

を
高

め
る

た
め

、
各

校
の

安
全

教
育

担
当

者
を

中
心
と

し
校

内
研

修
を

実
施

し
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
の

課
題

を
明

ら
か

に
し

解
決

に
向

け
検

討
す

る
こ

と
で

、
教

職
員

の
危

機
管

理
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

は
各

種
研
修
会

へ
教

員
を
派

遣
し

、
各

校
に

お
い
て

、
そ

の
内
容

を
生

か
し

た
安

全
教
育

が
よ

り
推
進

で
き

る
よ

う
努

め
て
い

き
ま

す
。

・
防

犯
教
室

の
実

施
に

よ
り

、
緊

急
時
に

お
け

る
教
職

員
及

び
児

童
生

徒
の

対
応
を

指
導

し
ま
す

。

・
児
童

生
徒

及
び

教
職

員
の

防
犯

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
各

校
に

お
い

て
、
県

警
察

本
部

や
管

内
警

察
署

に
協

力
を

得
な

が
ら

、
防

犯
教

室
を

実
施

し
ま
し

た
。

学 教

・
計

画
的

に
防

犯
教

室
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

及
び

教
職

員
の

危
機

管
理

意
識

を
よ

り
一

層
高

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a
・

今
後

も
警

察
等
と
連

携
し

、
児
童

生
徒

と
教

員
の

防
犯
意

識
、

危
機
管

理
意

識
を

高
め

る
よ
う

努
め

て
い
き

ま
す
。

・
施

設
設
備

の
点

検
・

改
修

を
行

う
と
と

も
に

、
危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成
と

見
直

し
を
行

い
ま

す
。

【
※

令
和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
各
校

で
「

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
見

直
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
、
毎

月
、
施

設
設

備
の

安
全

点
検

を
実

施
（

打
診

や
視

診
等

）
す

る
こ

と
で

、
修

繕
の
必

要
箇

所
の

早
期

発
見

に
努

め
、

児
童

生
徒

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う
に

し
ま

し
た
。

学 教
・

各
校

に
お

い
て

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア
ル

見
直

し
を

図
り

ま
し

た
。

ｂ
・

教
育

総
務

課
と
連
携

を
密

に
し
、

各
校

の
施

設
設

備
の
点

検
、

改
修
を

計
画

的
に

実
施

で
き
る

よ
う

情
報
共

有
し

て
い

き
ま

す
。

・
不

審
者
対

応
等

、
学

校
・

家
庭

・
地
域

が
連

携
し
た

児
童

生
徒

の
安

全
確

保
を
徹

底
し

ま
す
。

・
不
審

者
情

報
が

あ
っ

た
際

、
各

校
に

Ｆ
Ａ

Ｘ
等

で
連

絡
し

、
各

校
か

ら
の

メ
ー
ル

配
信

に
よ

り
保

護
者

へ
情

報
提

供
・

周
知

を
行

う
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。
ま

た
、

不
審

者
情

報
が

入
り

次
第

、
速

や
か

に
青

パ
ト

（
青

色
回

転
灯

装
備
車

両
）

に
よ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
青

色
回

転
灯

装
備

車
両

に
よ

る
定

期
的

な
見

回
り

活
動

を
行

い
、

市
内

の
安

全
情

報
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

ｂ
・

不
審

者
情

報
の
共
有

や
青

色
回
転

灯
装

備
車

両
で

の
見
守

り
を

継
続

し
、

児
童

生
徒

の
安
全

を
守

る
活
動

を
継

続
し

ま
す
。

・
あ

ん
し
ん

ま
ち

づ
く

り
学

校
パ

ト
ロ
ー

ル
隊

（
ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
）

の
活

動
を
推

進
し

ま
す
。

・
各
小

学
校

に
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
を

１
人

配
置

す
る

と
と
も

に
、
児

童
生

徒
の

安
全

確
保

の
た

め
の

情
報

共
有

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

各
校
の

教
職

員
と

保
護

者
・

地
域

の
方

で
児

童
生

徒
の

登
下

校
の

見
守

り
を

計
画
的

に
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
地

域
や

保
護

者
と

連
携

し
、

校
区

内
を

パ
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
で

、
学

校
・
家

庭
・

地
域

が
連

携
し

て
児

童
生

徒
を

見
守

る
体

制
を

整
え

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

学
校

・
保

護
者
・
地

域
の

連
携
を

密
に

し
、

児
童

生
徒
の

見
守

り
を
強

化
し

て
い

き
ま

す
。

・
通

学
路
の

指
定

、
帰

宅
が

遅
い

時
の
安

全
確

保
な
ど

の
児

童
生

徒
へ

の
指

導
を
徹

底
し

ま
す
。

・
児
童

生
徒

の
登

下
校

時
の

安
全

確
保

の
た

め
、

各
校

で
家

庭
や

地
域

の
協

力
の
も

と
、

安
全

点
検

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
各
校

に
お

い
て

、
各

学
期

の
始

業
式

や
終

業
式

で
、

安
全

指
導

に
関

す
る

指
導
を

必
ず

入
れ

、
児

童
生

徒
の

登
下

校
時

の
交

通
安

全
や

防
犯

意
識

の
啓

発
を
図

り
ま

し
た
。

学 教

・
点

検
結

果
に

つ
い

て
学

校
で

と
り

ま
と

め
、

危
険

箇
所

等
に

つ
い

て
改

善
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
各

校
に

お
い

て
安

全
指

導
の

徹
底

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

通
学

路
を

中
心
に
安

全
点

検
を
継

続
実

施
し

、
改

善
に
努

め
ま

す
。



　
　

　
　

施
策

１
　

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４

・
３

・
２

制
）

を
は

じ
め

と
し

た
異

校
種

間
連

携
の

推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

地
域

に
開

か
れ

た
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

、
信

頼
さ

れ
る

学
校

づ
く

り
の

推
進

　
　

　
　

施
策

３
　

教
職

員
の

資
質

の
向

上

　
　

　
　

施
策

４
　

教
育

環
境

の
整

備
・

充
実

　
　

　
　

施
策

５
　

学
校

経
営

の
改

革
推

進

基
本

目
標

Ⅲ
質

の
高

い
学

校
教

育
の

推
進

　
各

小
・

中
学

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
た

情
報

発
信

や
学

校
運

営
協

議
会

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

）
等

の
効

果
的

な
活

用
に

よ
り

、
地

域
に

開
か

れ
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
、

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
研

修
の

一
層

の
充

実
、

人
事

配
置

の
改

善
、

人
事

評
価

制
度

の
活

用
等

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
一

人
の

教
職

員
の

資
質

の
向

上
や

総
合

的
な

学
校

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

学
校

施
設

を
は

じ
め

と
し

た
、

安
全

で
快

適
な

教
育

環
境

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
幼

稚
園

・
保

育
園

・
小

学
校

及
び

小
・

中
学

校
の

連
携

や
小

中
一

貫
教

育
、

ま
た

、
小

中
高

連
携

事
業

（
Ｋ

Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ

）
を

推
進

し
、

子
供

た
ち

の
幼

児
期

か
ら

義
務

教
育

９
年

間
を

見
通

し
た

教
育

活
動

を
行

い
ま

す
。

3
8



3
9

事 業
個

別
取

組
令

和
４

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４

・
３

・
２

制
）

を
は

じ
め

と
し

た
異

校
種

間
連

携
の

推
進

　
※

計
画

書
で

は
「

学
校

４
・

３
・

２
制

（
小

中
一

貫
教

育
）

を
は

じ
め

と
し

た
異

校
種

間
連

携
の

推
進

」
P
5
1

○
小

中
一

貫
教

育
（

学
校

４
・

３
・

２
制

）
に

係
る

教
育

活
動

の
推
進

【
※

令
和

４
年

度
重

点
項

目
】

・
小

・
中
学

校
に

お
い

て
、

小
学

校
１
～

４
年

の
４
年

間
、

小
学

校
５

・
６

年
と
中

学
校

１
年
の

３
年

間
、

中
学

校
２

・
３
年

の
２

年
間
を

く
く

り
と

し
た

そ
れ

ぞ
れ
の

発
達

の
段
階

に
応

じ
た

教
育

活
動

を
柱

に
、

９
年
間

を
見

通
し

た
教

育
課

程
を
編

成
す

る
と
と

も
に

、
児

童
生

徒
の

交
流
な

ど
を

と
お
し

、
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
や

発
達
の

早
期

化
に
対

応
す

る
施

設
分

離
型

の
小
中

一
貫

教
育
を

推
進

し
ま

す
。

・
各
中

学
校

区
毎

に
研

究
体

制
組

織
づ

く
り

を
充

実
さ

せ
、

交
流

行
事

、
一

部
の
授

業
形

態
の

小
・

中
統

一
化

、
教

室
掲

示
の

統
一

化
等

、
各

校
に

お
い

て
特
色

あ
る

研
究

主
題

を
設

定
し

、
小

中
一

貫
教

育
を

さ
ら

に
推

進
し

ま
し

た
。

・
規
模

縮
小

や
形

態
等

を
工

夫
し

、
校

区
毎

の
合

同
研

修
会

や
小

・
中

学
校

教
員
の

相
互

授
業

等
支

援
を

実
施

し
ま

し
た

。
そ

れ
ら

の
特

色
を

義
務

教
育

９
年
間

を
見

通
し

た
教

育
課

程
の

工
夫

、
生

徒
指

導
等

に
生

か
し

ま
し

た
。

学 教

・
各

中
学

校
区

で
の

児
童

生
徒

の
交

流
を

は
じ

め
、

教
職

員
合

同
研

修
や

研
究

、
兼

務
教

員
に

よ
る

授
業

や
相

互
授

業
参

観
等

を
重

ね
た

こ
と

で
、

学
級

満
足

度
調

査
で

全
学

年
が

全
国

平
均

を
上

ま
わ

る
結
果

（
小

６
は

全
国

平
均

よ
り

１
０

ポ
イ
ン

ト
、

中
１

は
１

２
ポ

イ
ン

ト
上

回
る

）
が

得
ら

れ
、

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４
・

３
・

２
制

）
の

取
組

の
成

果
が

確
認

で
き

ま
し

た
。

ａ

・
各

中
学

校
区

で
成
果

の
出

た
取
組

を
さ

ら
に

深
化

で
き
る

よ
う

、
各
校

区
の

実
態

に
合

わ
せ
て

市
内

全
体
で

共
有

し
、

精
査

し
た
取

組
を

推
進
し

て
い

き
ま

す
。

○
少

人
数

学
級

を
実

現
す

る
市

費
採

用
教

員
、

学
校

４
・

３
・

２
制
推

進
非

常
勤

講
師

の
活
用

・
小

学
校
１

～
４

年
生

に
お

け
る

３
５
人

程
度

学
級
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

少
人
数

学
級

に
よ
る

き
め

細
か

な
指

導
を

行
う
と

と
も

に
、
小

学
校

５
～

６
年

生
に

お
い
て

教
科

担
任
制

を
導

入
し

、
学

力
向

上
や

「
中

１
ギ
ャ

ッ
プ

の
軽

減
」

等
を

図
り
ま

す
。

・
小
学

校
１

校
を

県
の

「
少

人
数

学
級

編
制

に
係

る
研

究
指

定
校

」
と

し
て

指
定
し

、
個

に
応

じ
た

指
導

や
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

指
導

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
小
学

校
で

は
、

非
常

勤
講

師
を

配
置

し
、

小
学

校
５

・
６

年
生

に
お

け
る

教
科
担

任
制

を
実

施
す

る
こ

と
で

学
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

小
・

中
学

校
教
員

が
相

互
に

乗
り

入
れ

授
業

等
を

実
施

し
、

生
徒

指
導

上
の

課
題

解
決

や
中
１

ギ
ャ

ッ
プ

の
軽

減
に

努
め

ま
し

た
。

学 教

・
低

学
年

に
お

け
る

少
人

数
学

級
の

実
施

に
伴

い
、

き
め

細
か

な
学

習
指

導
や

個
に

応
じ

た
指

導
が

実
現

し
、

児
童

の
規

律
あ

る
態

度
の

育
成

や
学

力
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
市

費
採

用
教

員
の
任

用
が

困
難
と

な
っ

て
き

て
い

る
こ
と

を
受

け
、
県

の
少

人
数

学
級

編
制
に

係
る

研
究
指

定
制

度
を

積
極

的
に
活

用
し

て
い
き

ま
す
。

○
幼

保
小

連
携

及
び

小
中

高
連

携
（

Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｅ

Ｐ
）

等
、

異
校

種
間
連

携
の

推
進

・
幼

稚
園
・

保
育

園
（

所
）

・
小

学
校
間

の
連

携
を
深

め
る

こ
と

に
よ

り
小

１
プ
ロ

ブ
レ

ム
の
解

消
を

目
指

し
た

り
、

Ｋ
Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ

の
活
動

を
と

お
し

て
、

小
・

中
学
校

と
高

等
学
校

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

・
幼
保

小
連

携
教

育
を

推
進

し
、

小
学

校
教

員
に

よ
る

保
育

参
観

を
実

施
し

ま
し
た

。
・

中
丸

小
と

北
本

高
校

と
の

交
流

事
業

（
あ

い
さ

つ
運

動
・

授
業

支
援

）
は

規
模
を

縮
小

し
て

実
施

し
ま

し
た
。

・
中
学

校
に

お
い

て
、

北
本

高
等

学
校

教
員

に
よ

る
出

前
授

業
の

実
施

や
ス

ポ
ー
ツ

交
流

を
実

施
し

ま
し

た
。

北
本

高
校

と
小

学
校

と
の

交
流

事
業

（
陸

上
練
習

）
は

実
施

を
見

送
り

ま
し

た
。

学 教

・
可

能
な

範
囲

で
の

交
流

と
な

り
ま

し
た

が
、

異
校

種
間

の
連

携
を

進
め

、
双

方
に

と
っ

て
教

育
的

効
果

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
一

部
の

教
員

の
担
当

と
な

ら
な
い

よ
う

教
職

員
が

一
体
と

な
っ

て
連
携

を
図

っ
た

り
、

重
要
性

と
有

用
性
を

啓
発

、
働

き
か

け
を
し

た
り

し
て
い

き
ま

す
。

計 画 書

基
本

目
標

Ⅲ
　

質
の

高
い

学
校

教
育

の
推

進

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性



施
策

２
　

地
域

に
開

か
れ

た
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

、
信

頼
さ

れ
る

学
校

づ
く

り
の

推
進

P
5
3

○
教

育
課

程
の

積
極

的
な

公
開

と
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な
っ

た
教

育
の

推
進

・
教

育
課
程

の
計

画
・

実
施

・
評

価
の
段

階
を

積
極
的

に
公

開
し

、
学

校
と

し
て
の

説
明

責
任
を

果
た

し
ま

す
。

・
各
校

に
お

い
て

シ
ラ

バ
ス

等
で

評
価

内
容

を
保

護
者

等
に

公
開

す
る

と
と

も
に
、

学
校

評
価

を
と

お
し

て
教

育
課

程
の

計
画

・
実

施
に

つ
い

て
の

評
価

を
行
い

、
そ

の
評

価
結

果
を

公
開

し
ま

し
た
。

学 教

・
児

童
生

徒
、

家
庭

。
地

域
の

実
態
に

合
っ

た
教

育
課

程
を

各
校

で
計

画
し

、
保

護
者

や
地

域
の

理
解

を
得

な
が

ら
教

育
活

動
を

実
施

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
保

護
者

や
地

域
へ
の

情
報

の
積
極

的
な

公
開

と
と

も
に
、

連
携

・
協
働

の
観

点
か

ら
も

「
地
域

と
と

も
に
あ

る
学

校
」

の
実

現
に
向

け
、

よ
り
よ

い
教

育
課

程
の

編
成
に

つ
い

て
指
導

し
て

い
き

ま
す
。

〇
学

校
・

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

学
力

向
上

・
生

徒
指

導
対

策
の
推

進

・
地

域
に
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

の
た
め

の
教

育
環
境

を
整

え
ま

す
。

・
豊

か
な
心

を
は

ぐ
く

む
た

め
の

体
験
活

動
の

充
実
を

図
り

ま
す
。

・
各
校

に
お

い
て

、
学

校
応

援
団

と
の

連
携

を
図

り
、

教
育

活
動

に
地

域
の

教
育
力

を
取

り
入

れ
る

取
組

を
行

い
ま

し
た
。

・
学
校

だ
よ

り
等

を
地

域
に

配
布

・
回

覧
し

、
学

校
の

運
営

方
針

や
教

育
活

動
を
積

極
的

に
発

信
し

ま
し

た
。

学 教

・
各

小
・

中
学

校
と

も
学

習
指

導
要

領
に

則
り

、
創

意
工

夫
し

な
が

ら
、

学
校

応
援

団
と

の
連

携
を

図
り

、
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
「

社
会

に
開

か
れ
た

教
育

課
程
」

の
推

進
に

努
め

、
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

も
と
、

地
域

の
力
を

学
校

の
教

育
活

動
に
生

か
し

て
い
き

ま
す
。

〇
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
利

用
し

た
情

報
発

信
の

推
進

・
保

護
者
や

地
域

に
対

し
て

学
校

の
活
動

に
係

る
情
報

を
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を
利

用
し

て
積
極

的
に

発
信

し
、

学
校

運
営
の

改
善

に
つ
な

げ
ま

す
。

・
各
校

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

学
校

の
情

報
や

児
童

生
徒

の
活

動
状

況
に

つ
い

て
掲
載

し
、

積
極

的
な

情
報

発
信

を
行

い
ま

し
た
。

・
臨
時

休
業

中
の

課
題

や
学

習
活

動
に

つ
い

て
も

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

て
情
報

発
信

を
行

い
ま

し
た
。

・
学
校

だ
よ

り
や

学
年

だ
よ

り
等

を
定

期
的

に
発

行
し

、
保

護
者

や
地

域
に

情
報
発

信
を

行
い

ま
し

た
。

学 教

・
学

校
公

開
を

工
夫

し
て

行
う

と
と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
各

種
た

よ
り

に
よ

る
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
い

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

困
難

な
状

況
下

で
も

、
家

庭
や

地
域

と
の

共
通

理
解

を
図

り
な

が
ら

教
育

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
、

新
し
い
時

代
に

合
っ
た

情
報

発
信

の
在

り
方
を

検
討

し
な
が

ら
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の

充
実

も
図
っ

て
い

き
ま

す
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

の
研

究
・

推
進

【
令

和
４

年
度

重
点
項

目
】

・
「

地
域
と

と
も

に
あ

る
学

校
」

の
実
現

に
向

け
、
学

校
運

営
協

議
会

に
お

い
て
学

校
・

家
庭
・

地
域

が
総

掛
か

り
で

当
事
者

意
識

を
も
っ

て
取

り
組

め
る

よ
う

熟
議
を

重
ね

、
新
し

い
時

代
に

求
め

ら
れ

る
学
校

教
育

の
充
実

と
発

展
を

図
り

ま
す
。

・
各
小

・
中

学
校

に
お

い
て

、
年

間
５

回
程

度
（

書
面

開
催

を
含

む
）

学
校

運
営
協

議
会

を
実

施
し

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
で

目
指

す
児

童
生

徒
像

を
共

有
し
、

課
題

等
に

つ
い

て
協

議
・

議
論

を
重

ね
ま

し
た
。

※
石
戸

小
・

西
中

は
合

同
開
催

・
各
校

の
管

理
職

及
び

学
校

運
営

協
議

会
委

員
を

対
象

に
、

北
本

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
研

修
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
学

校
運

営
協

議
会

を
計

画
的

に
、

ま
た

開
催

方
法

を
参

集
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
各

委
員

か
ら

学
校

の
教

育
活

動
に

つ
い

て
意

見
や

助
言

を
い

た
だ

き
、

各
校

の
教

育
活

動
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
全

校
に

お
い

て
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
・

ス
ク

ー
ル

を
推

進
す
る

た
め

、
先
行

導
入

校
の

取
組

を
全
校

で
共

有
し
、

よ
り

よ
い

在
り

方
や
進

め
方

を
引
き

続
き

検
討

し
て

い
き
ま

す
。

＊
シ

ラ
バ
ス

・
・
・

各
小

・
中

学
校
で

作
成
す

る
、
教

科
の
年

間
授

業
時
数

、
各
学

期
及
び

各
期
間

の
大

ま
か
な

学
習
内

容
、
評

価
の
観

点
並

び
に
評

価
方
法

が
示
さ

れ
た
学

校
の

授
業
計

画
を
い

う
。

4
0



4
1

施
策

３
　

教
職

員
の

資
質

の
向

上
P
5
4

○
教

職
員

研
修

の
充
実

・
各

校
の
教

職
員

間
で

の
研

修
を

推
進

し
、

教
職
員

相
互

の
連

携
と

指
導

力
を
高

め
ま

す
。

・
小
中

一
貫

教
育

に
よ

り
小

学
校

教
員

が
中

学
校

（
４

人
）

に
、

中
学

校
教

員
が
小

学
校

（
２

人
）

に
兼

務
し

ま
し

た
。

ま
た

、
教

職
員

の
相

互
連

携
と

指
導
力

を
高

め
る

た
め

、
各

中
学

校
区

で
の

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４
・

３
・
２

制
）

に
係

る
合

同
研

修
会

を
実

施
し

ま
し

た
が

、
例

年
各

校
１

～
２

回
実
施

し
て

い
る

小
・

中
学

校
の

教
員

の
相

互
授

業
参

観
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ
禍

の
影

響
で

実
施

頻
度

が
減

少
し

ま
し

た
。

学 教

・
各

中
学

校
区

で
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

を
把

握
し

、
課

題
を

共
有

す
る

こ
と

で
、

９
年

間
を

見
通

し
た

系
統

性
を

意
識

し
た

授
業

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
家

庭
学

習
に

お
い
て

小
・

中
学
校

で
取

組
の

差
が

見
ら
れ

る
た

め
、
情

報
共

有
を

し
な

が
ら
、

家
庭

へ
の
啓

発
を

含
め

た
取

組
の
推

進
を

し
ま

す
。

・
若

手
教
職

員
研

修
や

教
員

の
ラ

イ
フ
ス

テ
ー

ジ
に
応

じ
た

研
修

な
ど

、
教

職
員
の

年
齢

や
経
験

に
応

じ
た

研
修

を
充

実
さ

せ
、

指
導
力

の
向

上
を

図
り

ま
す
。

・
教
職

員
の

指
導

力
と

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

若
手

教
員

の
た

め
の

教
師

力
ビ
ル

ド
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
前

よ
り

は
回

数
が

減
少
し

ま
し

た
が

、
内

容
を

精
選

し
、

効
果

を
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

学 教

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
、

外
部

講
師

の
招

聘
は

か
な

わ
な

か
っ

た
が

、
指

導
主

事
に

よ
る

指
導

を
年
1
0
回

実
施

し
ま

し
た
。

a

・
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響
で

実
施

で
き
な

か
っ

た
「

特
別

活
動
」

に
係

る
研
修

を
は

じ
め

、
「

業
務
改

善
研

修
」
や

「
会

計
事

務
研

修
」
等

、
教

員
が
苦

手
意

識
を

感
じ

や
す
い

分
野

に
関
す

る
研

修
を

今
後

も
計
画

・
実

施
い
た

し
ま

す
。

・
市

立
教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
職
員

対
象

の
各
種

研
修

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
生
徒

指
導

教
育

相
談

中
級

研
修

会
は

中
止

と
な

り
ま

し
た
。

・
北
本

教
育

「
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
研

究
（

年
間

６
回

実
施

）
を

実
施
し

ま
し

た
。

今
年

度
は
I
C
T
を

活
用

し
た
教

育
活

動
に

つ
い

て
研

究
を

し
ま
し

た
。

学 教

小
・

中
学

校
の

教
員

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

義
務

教
育

９
年

間
に

お
け

る
発

達
の

段
階

や
系

統
性

を
重

視
し

て
研

究
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

子
供

の
実

態
に
応
じ

た
指

導
、
興

味
関

心
を

高
め

る
教
材

開
発

、
教
員

の
指

導
方

法
の

工
夫
・

改
善

を
重
視

し
た

研
修

を
実

施
し
て

い
き

ま
す
。

○
教

職
員

の
人

事
交

流
の

推
進

・
広

域
的
か

つ
計

画
的

な
人

事
交

流
や
兼

務
に

よ
り
、

教
職

員
の

視
野

を
広

め
、
職

務
経

験
を
豊

か
に

す
る

こ
と

で
、

魅
力
あ

る
学

校
づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

・
学
校

の
活

性
化

と
教

職
員

の
資

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

当
初

人
事

方
針

に
係
る

計
画

を
定

め
、

他
市

町
と

積
極

的
に

広
域

的
か

つ
計

画
的

な
人

事
交

流
を
実

施
す

る
と

共
に

、
英

語
専

科
や

小
中

一
貫

教
育

等
に

係
る

兼
務

教
員

を
配
置

し
ま

し
た
。

学 教

・
人

事
方

針
に

基
づ

く
計

画
的

な
人

事
交

流
推

進
、

兼
務

発
令

の
充

実
に

よ
り

、
教

職
員

の
資

質
向

上
と

学
校

の
活

性
化

を
よ

り
一

層
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
退

職
者

や
再

任
用
教

員
が

増
加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
今

後
の

教
職
員

の
年

齢
構

成
等

に
十
分

配
慮

し
た
上

で
、

人
事

交
流

を
積
極

的
に

推
進
し

ま
す
。



○
校

内
に

お
け

る
教

職
員

間
の

学
び

あ
い

研
修

、
学

び
ジ

ョ
ン

研
修
の

推
進

・
学

び
ジ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り
、

ベ
テ

ラ
ン
教

職
員

を
手

本
と

し
た

若
手
教

職
員

へ
の
教

育
技

術
の

伝
承

を
推

進
す

る
。

・
学
び

ジ
ョ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

教
育

活
動

に
焦

点
を
当

て
、

今
ま

で
の

授
業

の
技

術
と

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

利
活

用
の

融
合

を
図

る
た

め
に
、

ベ
テ

ラ
ン

と
若

手
が

積
極

的
に

情
報

共
有

を
し

ま
し

た
。
。

・
各
校

で
は

、
研

修
等

を
積

極
的

に
行

い
、

ベ
テ

ラ
ン

教
員

の
授

業
技

術
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
推

進
に

つ
い

て
研

究
を

進
め

ま
し

た
。

学 教

・
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
報

告
を

全
校

で
共

有
し

、
成

果
を

市
内

に
広

め
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

新
し

い
時

代
に
求
め

れ
る

教
職
員

の
資

質
・

能
力

の
向
上

に
向

け
、
引

き
続

き
学

び
ジ

ョ
ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
効

果
的

に
推

進
し
て

い
き

ま
す
。

○
働

き
方

改
革

の
推

進
及

び
教

職
員

事
故

防
止

の
徹

底
【

令
和

４
年
度

重
点

項
目
】

・
教

職
員
事

故
絶

無
を

目
指

し
、

研
修
会

の
実

施
や
ス

テ
ッ

カ
ー

作
成

等
の

啓
発
活

動
を

行
い
、

意
識

の
向

上
を

図
り

ま
す
。

・
全
校

に
お

い
て

、
Ｉ

Ｃ
カ

ー
ド

に
よ

る
客

観
的

な
方

法
に

よ
る

在
校

時
間

の
把
握

を
行

い
、

市
教

委
に

お
い

て
集

計
し

た
個

票
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ
と

に
よ

り
、

各
教

職
員

に
各

自
の

在
校

時
間

を
意

識
さ

せ
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
独

自
の

工
夫

し
た

取
組

や
教

育
委

員
会

の
取

組
に

よ
り

、
月

あ
た

り
の

勤
務

時
間

外
在

校
時

間
が

４
５

時
間

以
下

の
教

員
が

、
小

学
校

で
は

月
平

均
約

１
０

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
て

約
７

３
%
に

、
中

学
校

で
は

月
平

均
約

４
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

て
約

５
３
%

と
な

り
ま

し
た
。

a

・
在

校
時

間
の

正
確
な

把
握

に
努

め
、

業
務

を
整

理
し
、

教
職

員
に
在

校
時

間
に

係
る

意
識
を

高
め

る
こ
と

で
、

子
供

と
向

き
合
う

時
間

が
確
保

で
き

る
よ

う
に

努
め
ま

す
。

・
教

職
員
の

倫
理

確
立

に
係

る
委

員
会
を

活
性

化
さ
せ

、
実

効
性

を
高

め
ま

す
。

・
教
職

員
の

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

職
員

事
故

防
止

強
化

期
間

を
設

け
、
各

校
で

研
修

会
を

実
施

し
ま

し
た
。

（
４
月

全
校

実
施

、
教

職
員

２
７

５
人

参
加
）

・
倫
理

確
立

に
係

る
委

員
会

で
事

故
防

止
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
活

用
し

、
教

職
員
事

故
防

止
の

啓
発

活
動

を
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
教

職
員

事
故

防
止

研
修

会
や

倫
理

確
立

委
員

会
を

中
心

に
、

事
故

防
止

の
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

教
職

員
の

意
識

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

教
職

員
事

故
絶
無
を

目
指

し
、
教

職
員

一
人

一
人

の
教
育

公
務

員
と
し

て
の

自
覚

と
当

事
者
意

識
を

高
め
る

取
組

を
継

続
し

て
い
き

ま
す
。

○
学

校
衛

生
管

理
の

充
実

・
衛

生
推
進

者
の

資
質

の
向

上
を

図
る
と

と
も

に
、
教

職
員

の
健

康
診

断
結

果
へ
の

適
切

な
指
導

し
、

心
身

の
健

康
管

理
に
努

め
ま

す
。

・
管
理

職
及

び
教

職
員

へ
心

の
健

康
に

つ
い

て
意

識
づ

け
す

る
た

め
、

県
か

ら
の
資

料
を

各
校

へ
適

宜
情

報
提

供
し

ま
し

た
。

・
各
校

に
お

い
て

、
学

校
医

（
健

康
管

理
医

）
と

連
携

を
図

り
、

教
職

員
の

健
康
診

断
結

果
か

ら
適

切
な

指
導

を
受

け
ら

れ
る

機
会

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、
悩

み
を

共
有

で
き

る
職

場
づ

く
り

に
努

め
ま

し
た
。

学 教

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

会
を

実
施

す
る

な
ど

し
、

管
理

職
及

び
教

職
員

へ
心

の
健

康
に

つ
い

て
意

識
付

け
が

で
き

ま
し

た
。

・
教

職
員

の
健

康
診

断
結

果
を

も
と

に
、

学
校

医
の

協
力

の
も

と
、

面
談

を
実
施

し
、

教
職

員
の

健
康

保
持

に
努

め
ま
し

た
。

ｂ

・
引

き
続

き
、

研
修
会

等
を

実
施

し
、

管
理

職
及

び
教
職

員
の

心
の
健

康
を

守
れ

る
よ

う
努
め

て
い

き
ま

す
。

・
今

後
も

学
校

医
と
の

連
携

を
密
に

し
、

教
職

員
が

相
談
し

や
す

い
環
境

づ
く

り
が

で
き

る
よ
う

努
め

て
い
き

ま
す
。

○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
利

活
用

に
関

す
る

研
修

の
推
進

・
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

の
実

現
に
向

け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器

等
の

環
境

整
備

を
受

け
、

求
め
ら

れ
て

い
る

『
「

先
進

的
な
学

び
」

の
可
能

性
を

開
く

、
形

に
す

る
、
そ

し
て

、
も
の

に
す

る
』

こ
と

を
目

的
と
し

た
研

究
を
行

い
ま

し
た
。

・
「
先

進
的

な
学

び
の

推
進

と
こ

れ
ま

で
培

っ
て

き
た

学
び

の
継

承
」

に
つ

い
て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

効
果

的
に

活
用

し
た

教
育

活
動

を
す

る
た

め
に

は
ど

う
し
た

ら
よ

い
か

、
と

い
う

視
点

で
研

究
を

深
め

ま
し

た
。

学 教

・
教

員
の

教
育

力
向

上
と

負
担

軽
減

の
両

面
に

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
を

当
て

た
実
践

や
、
1
人

１
台

端
末
の

機
能

や
特

性
、

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

う
ま

く
組

み
合
わ

せ
、

多
様

な
実

践
例

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
今

回
の

研
究

で
「
課

題
」

と
し
て

明
ら

か
に

な
っ

た
部
分

に
つ

い
て
、

引
き

続
き

解
決

を
目
指

し
て

い
く
と

と
も

に
実

践
を

共
有
し

、
一

層
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
利

活
用
を

進
め

て
い
き

ま
す
。

4
2



4
3

施
策

４
　

教
育

環
境

の
整

備
・

充
実

P
5
6

○
安

全
に

配
慮

し
た

学
校

施
設

の
管

理
と

整
備

の
推

進
【

※
令

和
４
年

度
重

点
項

目
】

・
施

設
内
外

の
危

険
箇

所
や

老
朽

化
し
た

施
設

・
設
備

の
把

握
に

努
め

、
適

切
な
改

修
を

推
進
し

ま
す
。

・
雨
漏

り
が

あ
っ

た
南

小
学

校
Ｂ

棟
に

つ
い

て
屋

上
防

水
工

事
の

設
計

を
実

施
し
ま

し
た
。

・
老
朽

化
し

て
い

た
南

小
学

校
外

階
段

の
補

修
工

事
を

実
施

し
ま

し
た
。

・
積
雪

が
あ

っ
た

際
に

宮
内

中
学

校
屋

内
運

動
場

屋
根

か
ら

雪
が

落
下

す
る

の
を
防

ぐ
た

め
雪

止
め

設
置

工
事

を
実

施
し

ま
し

た
。

教 総

・
施

設
の

老
朽

化
の

状
況

に
応

じ
、

適
切

な
施

設
・

設
備

の
改

修
・

更
新

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

引
き

続
き

、
施
設
の

老
朽

化
の
状

況
を

確
認

し
、

改
修
・

更
新

の
優
先

性
を

見
極

め
な

が
ら
進

め
て

い
き
ま

す
。

○
学

校
施

設
の

有
効

活
用

の
推
進

・
各

小
学
校

の
余

裕
教

室
や

地
域

活
動
室

で
放

課
後
子

ど
も

教
室

を
実

施
し

ま
す
。

・
子
供

た
ち

が
地

域
社

会
の

中
で

心
豊

か
に

健
や

か
に

は
ぐ

く
ま

れ
る
よ

う
、
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
協

力
の

も
と

、
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

を
利

用
し
て

、
放

課
後

に
自

主
的

な
学

習
活

動
や

体
験

活
動

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
な

ど
を
全

て
の

小
学

校
で

行
い

ま
し

た
。

生 学

・
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

で
「

放
課

後
子

ど
も

教
室

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

子
供

た
ち

の
健

全
育

成
を

図
る

と
と
も

に
、

学
校

施
設

を
有

効
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

「
放

課
後

子
ど
も
教

室
」

の
活
動

拠
点

と
な

る
部

屋
の
安

全
確

保
に
つ

い
て

、
学

校
と

の
さ
ら

な
る

調
整
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

し
た

学
習

形
態

の
工

夫
・

研
究

・
開

放
的
で

明
る

い
施

設
を

用
い

て
、
子

供
た

ち
の
元

気
な

活
動

を
充

実
さ

せ
ま

す
。

・
各
校

の
施

設
に

お
い

て
、

必
要

性
に

合
わ

せ
多

目
的

室
等

の
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー
ス

を
活

用
し

、
学

習
形

態
の

工
夫

を
す

る
な

ど
、

学
習

環
境

を
整

え
な

が
ら
、

学
習

活
動

を
展

開
し

ま
し

た
。

学 教

・
外

国
語

活
動

の
授

業
な

ど
に

お
い

て
開

放
的

な
環

境
の

中
、

意
欲

的
に

の
び

の
び

活
動

す
る

子
供

た
ち

の
姿

が
見

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

子
供

た
ち

一
人
一
人

に
合

っ
た
課

題
を

明
確

に
し

、
適
切

な
指

導
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○
高

等
学

校
等

の
入

学
準

備
金

貸
付

事
業

の
推
進

・
経

済
的
な

支
援

を
必

要
と

す
る

家
庭
に

対
し

、
高
校

、
大

学
等

の
入

学
金

を
無
利

子
で

貸
し
付

け
る

こ
と

で
、

就
学

の
機
会

を
得

や
す
く

し
ま

す
。

・
入
学

準
備

金
に

つ
い

て
、

大
学

等
２

件
、

高
等

学
校

３
件

、
計

５
件
、

1
,
4
0
0
,
0
0
0
円

の
貸

し
付

け
を

行
い

ま
し

た
。

・
入
学

準
備

金
貸

付
事

業
に

つ
い

て
、

市
の

広
報

紙
に

よ
り

周
知

を
行

い
ま

し
た
。

（
１

１
月

号
）

学 教

・
入

学
準

備
金

の
貸

し
付

け
に

よ
り

、
進

学
に

係
る

支
出

の
一

部
を

希
望

ど
お

り
に

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
貸

し
付

け
に

つ
い
て

、
今

後
も
広

報
紙

に
よ

る
周

知
を
行

い
ま

す
。

・
貸

付
金

の
回

収
に
つ

い
て

は
、
返

済
が

滞
納

し
て

い
る
家

庭
へ

の
勧
奨

を
行

い
ま

す
。



○
私

立
幼

稚
園

助
成

金
補

助
事

業
の

推
進

・
幼

稚
園
の

教
材

費
に

助
成

金
を

支
給
す

る
こ

と
で
、

社
会

環
境

の
変

化
に

よ
り
、

重
要

な
位
置

に
あ

る
幼

児
教

育
の

振
興
と

幼
稚

園
で
の

学
習

内
容

を
更

な
る

充
実
を

図
り

ま
す
。

・
私
立

幼
稚

園
助

成
金

に
つ

い
て

、
市

内
３

園
の

私
立

幼
稚

園
（

対
象

園
児

数
：
6
6
2
人

）
に

対
し

、
総

額
1
5
8
,
4
8
0
円

を
支

給
し

ま
し

た
。

学 教
・

助
成

金
の

支
給

に
よ

り
、

幼
児

教
育
に

必
要

な
教

材
の

充
実

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

私
立

幼
稚

園
に
対
し

、
今

後
も
同

様
に

助
成

金
を

交
付
し

、
幼

児
教
育

の
充

実
を

図
っ

て
い
き

ま
す
。

○
就

学
援

助
制

度
の

周
知

及
び

支
援

・
経

済
的
な

理
由

に
よ

っ
て

教
育

の
機
会

が
失

わ
れ
な

い
よ

う
に

、
保

護
者

に
対
し

て
、

学
用
品

費
や

給
食

費
等

の
一

部
を
助

成
し

、
経
済

的
な

負
担

の
軽

減
を

図
り
ま

す
。

ま
た
、

制
度

の
周

知
に

努
め

ま
す
。

・
就
学

援
助

費
に

つ
い

て
、

小
学

校
１

９
２

人
、
1
3
,
9
9
7
,
5
7
1
円

、
中

学
校

１
１
６

人
、
1
4
,
5
4
2
,
6
6
4
円

の
支

給
を

し
ま

し
た
。

・
新
入

学
児

童
・

生
徒

に
対

し
、

新
入

学
学

用
品

費
を

入
学

前
に

支
給

し
ま

し
た
。

学 教

・
就

学
援

助
費

の
支

給
に

よ
り

、
就

学
に

係
る

保
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
制

度
の

周
知

を
図
る

た
め

、
新
入

学
説

明
会

時
や

在
校
生

に
対

し
、
通

知
を

配
布

し
ま

す
。

・
広

報
紙

及
び

市
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

し
ま

す
。

○
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
事

業
の

推
進

・
小

・
中
学

校
の

特
別

支
援

学
級

に
在
籍

す
る

児
童
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

、
学
用

品
費

や
給
食

費
等

の
一

部
を

助
成

し
経
済

的
な

負
担
を

軽
減

し
、

特
別

支
援

教
育
の

振
興

を
図
り

ま
す
。

・
特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
に

つ
い

て
、

小
学

校
５

２
人

、
2
,
6
0
7
,
5
9
5

円
、
中

学
校

１
９

人
、
1
,
5
8
8
,
3
3
2
円

を
支
給

し
ま

し
た
。

学 教

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

事
業

の
推

進
に

よ
り

、
就

学
に

係
る

経
済

的
負

担
を

十
分

に
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a
・

特
別

支
援

教
育
学
級

に
在

籍
す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者
に

制
度

の
案
内

を
実

施
し

ま
す
。

4
4



4
5

施
策

５
　

学
校

経
営

の
改

革
推

進
P
5
8

○
学

校
の

組
織

体
制

の
整

備
・

充
実

・
校

長
は
、

学
校

経
営

の
ビ

ジ
ョ

ン
を
明

確
に

提
示
し

、
教

職
員

の
共

通
理

解
の
も

と
、

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

た
学
校

経
営

を
推
進

し
ま

す
。

・
特
色

あ
る

学
校

経
営

を
推

進
す

る
た

め
、

各
校

長
が

学
校

教
育

目
標

の
具

現
化
・

具
体

策
を

示
し

、
特

色
あ

る
取

組
等

を
示

し
た

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

を
作
成

し
ま

し
た

。
そ

し
て

、
教

職
員

に
明

示
し

て
目

標
及

び
目

標
具

現
化

の
た
め

の
具

体
策

を
共

有
し

ま
し

た
。

学 教

・
校

長
が

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

と
運

営
計

画
を

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

で
明

示
し

、
教

職
員

が
共

通
理

解
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

と
し

て
教

育
活

動
を

取
り

組
み

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
校

長
の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

の
も

と
、

学
校

組
織
と

し
て

特
色
あ

る
取

組
を

推
進

し
ま
す

。

・
校

長
と
教

頭
を

中
心

に
教

職
員

集
団
を

と
り

ま
と
め

る
主

幹
教

諭
や

中
堅

教
職
員

な
ど

の
ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
支
援

し
ま

す
。

・
責
任

あ
る

役
職

を
任

せ
る

こ
と

で
リ

ー
ダ

ー
の

自
覚

を
高

め
る

た
め
、

小
・
中

学
校

に
主

幹
教

諭
（

８
名

）
を

配
置

す
る

と
と

も
に

中
堅

教
職

員
を

校
務
分

掌
の

主
担

当
と

し
て

配
置

し
、

力
量

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、
校

長
や

教
頭
に

ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
促

し
ま

し
た
。

学 教

・
学

校
課

題
研

究
で

主
幹

教
諭

や
教

務
主

任
、

各
主

任
が

中
心

と
な

り
組

織
的

な
課

題
解

決
が

着
実

に
取

り
組

ま
れ

ま
し

た
。

ｂ

・
若

手
教

職
員

が
急
増

し
、

年
齢
構

成
の

二
極

化
が

顕
著
な

た
め

、
今
後

も
主

幹
教

諭
や

中
堅
教

職
員

等
の
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

育
成
を

充
実

さ
せ
、

組
織

力
の

向
上

を
目
指

し
ま

す
。

○
学

校
運

営
に

係
る

情
報

公
開

の
推
進

・
学

校
経
営

に
つ

い
て

、
保

護
者

等
へ
の

情
報

発
信
を

積
極

的
に

行
い

ま
す
。

・
各
校

で
、

学
校

だ
よ

り
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
活

用
、

保
護

者
会

、
学

級
懇

談
会
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
総

会
や

役
員

会
等

の
開

催
の

機
会

を
活

用
し

、
学

校
経

営
に

関
す
る

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
様

々
な

媒
体

・
機

会
を

活
用

し
、

学
校

評
価

・
学

校
経

営
・

日
々

の
教

育
活

動
の

様
子

を
、

積
極

的
に

情
報

発
信

・
公

開
し

ま
し

た
。

ｂ
・

年
度

当
初

に
学
校
経

営
方

針
等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
紹
介

し
、

年
度
末

に
は

成
果

を
発

信
す
る

こ
と

で
、
学

校
運

営
の

情
報

共
有
を

図
り

ま
す
。

・
学

校
公
開

、
学

校
だ

よ
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等
に

よ
り

、
各

小
・

中
学

校
の
様

子
を

発
信
し

ま
す
。

・
各
校

に
お

い
て

、
学

校
公

開
日

の
設

定
、

土
曜

参
観

の
実

施
、

定
期

的
な

学
校
だ

よ
り

の
発

行
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
を

行
い

、
日

々
の

学
校

の
様

子
を
発

信
し

ま
し

た
。

学 教

・
計

画
的

な
実

施
と

定
期

的
な

発
行
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
随

時
更

新
等

に
よ

り
、

日
々

の
学

校
の

様
子

を
よ

り
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a
・

各
校

で
様

々
な
媒
体

や
機

会
を
積

極
的

に
活

用
し

、
分
か

り
や

す
く
一

貫
性

の
あ

る
情

報
発
信

に
取

り
組
ん

で
い

き
ま

す
。

○
全

職
員

を
対

象
に

し
た

人
事

評
価

制
度

の
活
用

・
様

々
な
教

育
課

題
の

解
決

に
向

け
て
、

す
べ

て
の
教

職
員

の
力

を
結

集
し

て
目
指

す
学

校
像
の

実
現

を
図

り
ま

す
。

・
教
職

員
一

人
一

人
が

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

教
科

指
導

、
学

年
・

学
級

経
営
、

生
徒

指
導

、
そ

の
他

の
校

務
等

の
年

度
の

目
標

と
そ

の
方

策
を

立
て

る
と
と

も
に

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
行

動
の

重
点

項
目

を
設

定
し

、
達

成
度

の
評

価
と
課

題
の

分
析

を
行

う
と

と
も

に
、

校
長

、
教

頭
と

の
面

談
を

と
お

し
て

校
長
の

目
指

す
学

校
像

の
実

現
に

教
職

員
の

力
を

結
集

し
ま

し
た
。

学 教

・
教

職
員

が
校

長
の

目
指

す
学

校
像

の
実

現
と

連
鎖

し
た

目
標

を
定

め
、

校
長

が
計

画
的

に
人

事
評

価
を

行
う

こ
と

で
、

教
職

員
が

自
ら

の
教

育
活

動
を

評
価

し
資

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

各
校

の
教

育
課
題
を

明
確

に
し
、

目
指

す
学

校
像

の
実
現

に
向

け
、
今

後
も

よ
り

丁
寧

に
人
事

評
価

制
度
を

活
用

し
て

い
き

ま
す
。



　
　

　
　

施
策

１
　

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

　
　

　
　

施
策

３
　

子
供

の
読

書
活

動
の

推
進

　
　

　
　

施
策

４
　

地
域

活
動

室
事

業
と

学
校

応
援

団
の

活
用

の
推

進

基
本

目
標

Ⅳ
家

庭
・

地
域

の
教

育
力

の
向

上

　
主

に
保

護
者

が
子

供
た

ち
に

基
本

的
な

生
活

習
慣

や
倫

理
観

、
自

制
心

や
自

立
心

な
ど

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

に
行

う
、

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

こ
ど

も
図

書
館

等
を

活
用

し
て

、
親

子
で

読
書

に
親

し
む

機
会

を
提

供
す

る
な

ど
、

子
供

の
読

書
活

動
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
地

域
活

動
室

事
業

と
学

校
応

援
団

の
活

動
の

推
進

を
と

お
し

て
地

域
と

の
絆

を
深

め
、

地
域

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
に

お
け

る
教

育
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

4
6



4
7

事 業
個

別
取

組
令

和
４

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

推
進

P
6
0

○
家

庭
教

育
支

援
事

業
の

充
実

【
※

令
和

４
年

度
重

点
項

目
】

・
家

庭
の
教

育
力

を
よ

り
向

上
さ

せ
る
た

め
、

入
学
前

児
童

の
保

護
者

対
象

の
子
育

て
講

演
会
等

を
実

施
し

ま
す
。

・
子
供

の
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

子
育

て
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
い

た
だ

く
た
め

、
小

・
中

学
校

入
学

前
の

子
供

を
持

つ
保

護
者

を
対

象
に

「
新

入
学

児
童
を

も
つ

親
と

し
て

の
心

が
ま

え
」

「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
危

険
性

と
生

活
習
慣

」
な

ど
の

子
育

て
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
（

計
7
回

開
催

、
延
べ

4
7
8
人

参
加
）

生 学

・
小

学
校

の
就

学
時

健
診

や
中

学
校

の
学

校
説

明
会

に
合

わ
せ

て
、

子
育

て
講

座
を

実
施

し
、

多
く

の
保

護
者

に
講

座
を

受
け

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

子
育

て
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b

・
子

供
の

発
達

の
段
階

に
応

じ
た
子

育
て

を
一

層
理

解
し
て

い
た

だ
く
た

め
、

子
育

て
講

座
を
実

施
す

る
と
と

も
に

、
当

該
講

座
に
つ

い
て

保
護
者

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え
、

よ
り

充
実
し

た
内

容
に

し
て

い
き
ま

す
。

○
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推
進

・
教

育
講
演

会
等

、
事

業
の

活
性

化
を
図

る
と

と
も
に

、
各

小
・

中
学

校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ

が
相

互
に
情

報
交

換
し

、
協

力
で

き
る
よ

う
、

北
本
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

に
対

す
る
支

援
を

行
い
ま

す
。

・
家
庭

教
育

セ
ミ

ナ
ー

「
ハ

ー
ト

ピ
ア

２
１

」
（

ハ
ー

ト
ピ

ア
２

１
実

行
委

員
会
主

催
／

市
教

委
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

で
組

織
）

の
開

催
に

あ
た

り
、

会
場

の
提
供

及
び

企
画

・
運

営
を

支
援

し
ま

し
た

。
（
1
1
月

3
日

、
7
1
人

参
加
）

・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

各
小

・
中

学
校

の
Ｐ

Ｔ
Ａ

に
お

い
て
テ

ー
マ

を
定

め
て

企
画

・
運

営
す

る
家

庭
教

育
学

級
を

補
助

金
交

付
に

よ
り
支

援
し

ま
し

た
。

（
3
回

開
催

、
延
べ
8
2
人

参
加
）

・
北
本

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
の

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

補
助

金
2
6
5
,
0
0
0
円

を
交
付

し
ま

し
た
。

生 学

・
事

業
の

共
催

や
委

託
、

補
助

金
の

交
付

な
ど

、
様

々
な

方
法

で
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

を
支

援
し

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
・

よ
り

主
体

的
な
Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の
推

進
を

図
る

た
め

、
助
言

や
情

報
提
供

等
の

支
援

を
充

実
し
て

い
き

ま
す
。

基
本

目
標

Ⅳ
　

家
庭

・
地

域
の

教
育

力
の

向
上

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書



施
策

２
　

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

P
6
1

○
自

然
体

験
活

動
等

の
推
進

・
地

域
性
を

生
か

し
た

自
然

体
験

活
動
等

の
取

組
を
推

進
し

ま
す
。

・
7
月

9
日

・
1
0
日

に
ホ

タ
ル

観
察

会
を

野
外

活
動

セ
ン

タ
ー

に
て

実
施

し
ま

し
た
。

（
2
3
1
人

参
加

）
場

内
の

せ
せ

ら
ぎ
で
光

る
ヘ

イ
ケ

ボ
タ

ル
を

観
察

し
た
ほ

か
、

体
験

学
習

室
で

幼
虫

と
成

虫
、

餌
と

な
る

巻
貝

の
生

態
展

示
を

実
施
し

ま
し

た
。

・
野
草

の
リ

ー
ス

づ
く

り
や

門
松

づ
く

り
な

ど
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
、

ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

ま
し

た
。

生 学

・
北

本
市

ホ
タ

ル
の

里
づ

く
り

推
進

協
議

会
に

協
力

を
い

た
だ

き
、

環
境

保
護

へ
の

意
識

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
野

外
活

動
、

体
験

学
習

な
ど

を
と

お
し

て
健

康
増

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

b
・

今
後

も
様

々
な
イ
ベ

ン
ト

、
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催
す

る
と

と
も

に
、

多
く

の
方

に
参
加

し
て

も
ら
え

る
よ

う
広

く
周

知
し
て

い
き

ま
す
。

○
放

課
後

子
ど

も
教

室
事

業
の

推
進

・
放

課
後
子

ど
も

教
室

と
学

童
保

育
室
の

児
童

が
北
本

市
放

課
後

子
ど

も
総

合
プ
ラ

ン
に

基
づ
き

、
共

通
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参
加

す
る

活
動
を

推
進

し
て

い
き

ま
す
。

・
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

学
童

保
育

室
と

の
共

通
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
催

を
中

止
し

ま
し

た
。

生 学
・

次
年

度
開

催
に

向
け

た
準

備
を

進
め
ま

し
た
。

-
・

地
域

（
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
等

）
と
の

連
携

を
密

に
し

、
事
業

へ
の

理
解
・

関
心

を
深

め
て

、
継
続

的
に

地
域
の

人
材

の
参

画
を

図
っ
て

い
き

ま
す
。

○
青

少
年

の
健

全
育

成
活

動
の

促
進

・
青

少
年
の

健
全

育
成

に
係

る
情

報
交
換

会
を

設
け
る

な
ど

、
関

係
団

体
の

取
組
を

支
援

し
ま
す

。

・
県
の

青
少

年
非

行
・

被
害

防
止

特
別

強
調

月
間

に
合

わ
せ

て
、

北
本

駅
を

中
心
に

非
行

防
止

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

、
啓

発
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

（
7
月

6
日

実
施
）

・
北
本

市
青

少
年

育
成

市
民

会
議

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
補

助
金

4
5
7
,
4
2
3
円

を
交

付
し

ま
し

た
。

・
「
郷

土
き

た
も

と
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
活

動
を

通
し

て
、

青
少

年
の

健
全

育
成
及

び
青

少
年

の
ふ

る
さ

と
意

識
の

高
揚

を
図

る
た

め
、

青
少

年
ふ

る
さ

と
学
習

事
業

を
北

本
市

青
少

年
育

成
市

民
会

議
に

委
託

し
ま

し
た
。

生 学

・
北

本
駅

を
中

心
に

非
行

防
止

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
効

果
的

な
啓

発
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
青

少
年

ふ
る

さ
と

学
習

を
と

お
し

て
、

ふ
る

さ
と

意
識

の
高

揚
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
・

さ
ら

に
幅

広
い
参
加

を
募

り
、
青

少
年

の
健

全
育

成
の
啓

発
を

深
め
る

た
め

に
助

言
や

情
報
提

供
等

の
支
援

を
充

実
し

て
い

き
ま
す

。

○
学

校
公

開
の

実
施

・
学

校
公
開

の
実

施
を

と
お

し
て

、
教
育

に
対

す
る
地

域
の

理
解

を
深

め
、

関
心
を

高
め

ま
す
。

・
学
校

教
育

に
対

し
て

の
理

解
を

深
め

て
い

た
だ

く
た

め
、

各
校

で
保

護
者

や
地
域

の
方

を
対

象
に

、
児

童
生

徒
の

様
子

や
学

校
の

環
境

を
公

開
す

る
学

校
公
開

を
行

い
ま

し
た

。
回

数
制

限
や

日
程

の
分

散
を

し
た

り
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
等
を

活
用

し
て

開
催

方
法

を
工

夫
し

た
り

し
て

実
施

し
ま

し
た
。

学 教

・
学

校
公

開
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
教

職
員

が
工

夫
し

て
教

育
実

践
を

行
う

様
子

や
、

児
童

生
徒

が
学

習
し

た
り

発
表

し
た

り
す

る
姿

を
保

護
者

や
地

域
の

方々
に

ご
覧

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
「

ｗ
ｉ

ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ

」
の

時
代
及

び
令

和
の

時
代

の
新
し

い
教

育
を
、

児
童

生
徒

の
学

ぶ
姿
や

学
校

の
環
境

な
ど

を
公

開
す

る
こ
と

で
、

地
域
の

理
解

を
深

め
て

い
き
ま

す
。

・
学

校
公

開
日

に
は
、

多
く

の
人
の

出
入

り
が

あ
る

た
め
、

児
童

生
徒
の

安
全

面
に

配
慮

し
て
い

き
ま

す
。

4
8
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施
策

３
　

子
供

の
読

書
活

動
の

推
進

P
6
3

○
読

書
に

親
し

む
機

会
の

提
供

と
充
実

・
お

は
な
し

会
を

定
期

的
に

実
施

す
る
と

と
も

に
、
季

節
毎

の
各

種
行

事
に

お
い
て

ブ
ッ

ク
ト
ー

ク
や

読
み

聞
か

せ
を

実
施
し

ま
す
。

・
絵
本

の
読

み
き

か
せ

（
2
4
回

）
、

定
例

お
は

な
し

会
等

（
1
5
9
回

）
を
実

施
し
ま

し
た
。

生 学

・
お

は
な

し
会

を
行

い
、

利
用

者
に

読
書

へ
の

動
機

付
け

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

他
に

も
出

前
お

は
な

し
会

な
ど

、
で

き
る

限
り

の
事

業
を

実
施

し
ま

し
た
。

ｂ

・
子

供
の

読
書

活
動
を

推
進

す
る
市

民
団

体
と

連
携

し
て
、

お
は

な
し
会

や
行

事
を

開
催

し
、
子

供
が

読
書
に

親
し

む
機

会
を

増
や
し

て
い

き
ま

す
。

・
お

す
す
め

本
の

展
示

な
ど

、
利

用
者
へ

積
極

的
に
情

報
を

提
供

し
、

読
書

へ
の
動

機
付

け
を
促

進
し

ま
す
。

・
子
供

た
ち

が
読

書
の

幅
を

広
げ

読
書

の
体

験
を

深
め

る
き

っ
か

け
を

提
供

す
る
た

め
に

、
様

々
な

分
野

の
本

の
展

示
を

行
い

ま
し

た
。

・
文
化

を
伝

え
る

季
節

の
本

、
行

事
の

本
な

ど
、

利
用

者
の

興
味

関
心

を
引

く
本
の

展
示

に
努

め
ま

し
た
。

生 学

・
様

々
な

分
野

の
本

の
展

示
を

行
い

、
利

用
者

に
よ

り
多

く
の

本
を

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

子
供

た
ち

や
保
護
者

の
課

題
解
決

に
役

立
つ

本
や

ニ
ー
ズ

の
高

い
本

を
、

テ
ー

マ
を

定
め
て

展
示

し
て
い

き
ま

す
。

・
子

供
の
読

書
活

動
を

推
進

す
る

た
め
の

講
座

を
開
催

し
、

親
子

で
本

に
親

し
む
た

め
の

動
機
付

け
や

機
会

を
設

け
る

と
と
も

に
、

図
書
館

分
室

を
充

実
さ

せ
、

子
供
の

読
書

活
動
へ

の
支

援
を

図
り

ま
す
。

・
「
出

前
お

は
な

し
会

」
や

定
例

の
「

お
は

な
し

会
」

を
実

施
し

ま
し

た
。

生 学

・
積

極
的

に
お

は
な

し
会

等
を

実
施

し
、

読
書

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
子

供
の

読
書

活
動
を

推
進

す
る
市

民
団

体
と

連
携

し
て
、

お
は

な
し
会

や
イ

ベ
ン

ト
を

開
催
し

、
子

供
が
読

書
に

親
し

む
機

会
を
増

や
し

て
い
き

ま
す
。

○
読

書
環

境
の

整
備

・
充
実

　

・
子

供
の
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

読
書
環

境
を

整
え
る

と
と

も
に

、
気

兼
ね

な
く
乳

幼
児

を
図
書

に
親

し
ま

せ
る

こ
と

が
で
き

る
環

境
づ
く

り
を

進
め

る
た

め
、

こ
ど
も

図
書

館
の
充

実
を

図
り

ま
す
。

・
絵
本

の
読

み
聞

か
せ

を
年

間
2
4
回

（
参

加
者
5
2
人

）
、

お
は

な
し

会
・
イ

ベ
ン
ト

を
年

間
1
5
9
回

（
参

加
者
1
,
1
6
6
人

）
開

催
す

る
と

と
も

に
、

テ
ー
マ

ご
と
に

図
書

の
展

示
会

を
年

間
8
6
回

開
催

し
ま

し
た
。

・
図
書

を
新

規
に
2
,
0
6
8
点

購
入

し
、

蔵
書
の

充
実

を
図

り
ま

し
た
。

生 学

・
各

団
体

と
調

整
を

図
り

、
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

お
は

な
し

会
・

イ
ベ

ン
ト

等
に

子
供

や
保

護
者

が
参

加
す

る
こ

と
が
で

き
、

本
に

親
し

み
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

蔵
書

を
増

や
し

、
よ

り
多

く
の

本
に

親
し

め
る

機
会

を
提

供
し

ま
し

た
。

ｂ

・
こ

ど
も

図
書

館
の
蔵

書
構

成
に
注

意
を

払
い

、
子

供
や
保

護
者

が
興
味

関
心

を
持

っ
て

様
々
な

分
野

の
図
書

に
ふ

れ
ら

れ
る

よ
う
、

指
定

管
理
者

と
協

力
し

て
選

書
に
取

り
組

み
ま

す
。

・
北

本
市

子
ど

も
読
書

活
動

推
進
計

画
に

基
づ

き
、

読
書
活

動
の

推
進
と

環
境

整
備

に
努

め
て
い

き
ま

す
。



施
策

４
　

地
域

活
動

室
事

業
と

学
校

応
援

団
の

活
動

の
推

進
P
6
4

○
地

域
活

動
室

事
業

の
推
進

・
地

域
活
動

室
に

関
す

る
周

知
を

行
い
、

地
域

住
民
の

参
加

を
促

す
と

と
も

に
、
児

童
生

徒
と
地

域
住

民
の

交
流

を
支

援
し
て

地
域

活
動
室

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

・
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
講

じ
な

が
ら

、
で

き
る

だ
け
趣

旨
に

沿
っ

た
利

用
を

促
し

、
活

性
化

を
図

り
ま

し
た
。

・
地
域

活
動

室
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
地

域
と

学
校

と
の

連
絡

調
整
を

行
い

ま
し

た
。

学 教

・
中

止
・

縮
小

し
た

活
動

も
多

く
あ

り
ま

し
た

が
、

活
用

の
周

知
な

ど
は

引
き

続
き

行
い

ま
し

た
。

ｂ

・
引

き
続

き
地

域
活
動

室
の

効
果
的

な
活

用
が

で
き

る
よ
う

、
学

校
だ
よ

り
等

に
よ

る
周

知
の
工

夫
と

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活
用

に
よ

り
、
地

域
交

流
を

促
進

し
ま
す

。

○
学

校
応

援
団

の
活

動
の

推
進

【
※

令
和

４
年

度
重

点
項

目
】

・
児

童
生
徒

の
学

習
支

援
、

ゲ
ス
ト

テ
ィ

ー
チ
ャ

ー
と

し
て

授
業

に
参

加
し
て

い
た

だ
く
な

ど
、

地
域

の
教

育
力

の
活
用

を
図

り
ま
す

。

・
各
校

の
実

態
に

応
じ

、
で

き
る

範
囲

で
授

業
の

学
習

支
援

、
補

習
の

支
援

の
他
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

で
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

と
し

て
地

域
の

方
に
参

加
し

て
い

た
だ

く
な

ど
、

積
極

的
に

活
用

し
ま

し
た
。

学 教

・
地

域
の

方
の

経
験

に
基

づ
く

指
導

に
よ

り
、

既
習

事
項

と
現

実
社

会
が

結
び
つ

き
、

よ
り

深
く

学
ぶ

こ
と

に
つ

な
が

る
と

と
も

に
、

地
域

の
魅

力
を

再
発

見
す

る
こ

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

今
後

も
、

積
極
的
に

地
域

の
教
育

力
の

活
用

を
図

る
た
め

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機

器
等

の
利

用
等

も
検
討

し
て

い
き
ま

す
。

・
保

護
者
及

び
地

域
住

民
の

挨
拶

運
動
や

校
舎

内
外
の

巡
回

等
へ

の
協

力
を

と
お
し

て
、

子
供
の

健
全

な
育

成
を

推
進

し
ま

す
。

・
児
童

生
徒

の
登

下
校

時
の

見
守

り
活

動
、

安
全

の
視

点
で

の
校

舎
内

外
の

巡
回
な

ど
、

児
童

生
徒

の
安

全
・

安
心

な
学

校
生

活
の

た
め

に
、

教
職

員
と

協
働
し

て
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

学 教

・
教

職
員

が
目

の
届

か
な

い
地

域
全

体
の

見
守

り
を

し
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
教

職
員

と
は

違
っ

た
視

点
で

巡
回

し
て

い
た

だ
き

、
多

角
的

に
安

全
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

教
職

員
と

は
異
な
る

視
点

で
学
校

を
見

る
こ

と
の

重
要
性

を
認

識
し
、

今
後

も
積

極
的

に
多
方

面
か

ら
の
安

全
指

導
・

点
検

を
し
て

い
き

ま
す
。

・
保

護
者
や

地
域

住
民

の
学

校
清

掃
活
動

や
美

化
活
動

へ
の

参
加

を
と

お
し

て
、
校

内
環

境
の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

・
校
地

内
の

樹
木

の
剪

定
、

草
刈

り
、

ト
イ

レ
清

掃
に

加
え

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
対

策
の

た
め

の
消

毒
作

業
に

も
協

力
を

い
た

だ
き
、

校
内

環
境

の
整

備
を

推
進

し
ま

し
た
。

学 教

・
教

職
員

だ
け

は
で

き
な

い
樹

木
剪

定
等

に
も

協
力

い
た

だ
き

、
広

い
校

地
を

潤
い

の
あ

る
環

境
に

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

の
消

毒
作

業
に

も
快

く
協

力
し

て
い

た
だ

き
、

教
職

員
の

負
担

軽
減

に
も

つ
な

が
り

ま
し

た
。

ｂ

・
コ

ロ
ナ

禍
や

教
職
員

の
働

き
方
改

革
等

に
よ

り
、

学
校
の

清
掃

活
動
も

大
き

く
変

わ
り

つ
つ
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
地

域
の
理

解
と

協
力
を

得
ら

れ
る

よ
う

努
め
て

い
き

ま
す
。

5
0



5
1

　
　

　
　

施
策

１
　

生
涯

学
習

に
よ

る
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

学
習

・
活

動
施

設
の

整
備

・
運

営
の

充
実

　
　

　
　

施
策

３
　

文
化

芸
術

活
動

の
推

進

　
　

　
　

施
策

４
　

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進

基
本

目
標

Ⅴ
生

涯
学

習
と

ス
ポ

ー
ツ

の
支

援

　
市

民
が

生
涯

を
通

じ
て

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

こ
と

が
で

き
、

学
習

・
活

動
を

し
た

成
果

が
適

切
に

評
価

さ
れ

、
社

会
に

還
元

さ
れ

る
よ

う
な

生
涯

学
習

に
よ

る
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く

り
の

実
現

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

活
動

の
拠

点
と

な
る

学
習

施
設

の
整

備
・

運
営

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
　

ま
た

、
市

民
へ

の
文

化
芸

術
活

動
の

発
表

の
場

の
提

供
や

地
域

文
化

の
振

興
を

と
お

し
て

、
市

民
の

文
化

芸
術

活
動

を
推

進
し

ま
す

。



事 業
個

別
取

組
令

和
４

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

生
涯

学
習

に
よ

る
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

P
6
7

○
生

涯
学

習
啓

発
活

動
の

充
実

・
市

の
広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活
用

し
た

、
生
涯

学
習

啓
発

活
動

の
充

実
に
努

め
ま

す
。

・
市
の

広
報

紙
に

、
市

民
大

学
き

た
も

と
学

苑
、

日
本

薬
科

大
学

の
公

開
講

座
、
市

役
所

出
前

講
座

、
き

た
も

と
ピ

ア
ノ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

開
催

案
内

を
掲
載

し
、

参
加

を
募

り
ま

し
た
。

・
市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
、

市
内

で
活

動
す

る
グ

ル
ー

プ
・

サ
ー

ク
ル

情
報

を
掲
載

し
ま

し
た

。
ま

た
、

大
学

公
開

講
座

、
き

た
も

と
ピ

ア
ノ

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ

ル
に

お
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

申
込

を
実

施
し

ま
し

た
。

生 学

・
市

内
外

か
ら

多
く

の
参

加
者

を
募

集
す

る
こ

と
が

で
き

、
生

涯
学

習
の

学
習

環
境

に
つ

い
て

、
Ｐ

Ｒ
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
広

報
紙

及
び

市
の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

を
利

用
し

た
生

涯
学
習

啓
発

活
動
に

努
め

る
と

と
も

に
、
生

涯
学

習
関
連

講
座

に
係

る
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を
利

用
し

た
参

加
申

込
を
拡

充
し

ま
す
。

○
学

習
情

報
の

収
集

及
び

相
談

体
制

の
整
備

・
市

民
や
関

係
団

体
の

様
々

な
学

習
ニ
ー

ズ
に

応
え
る

た
め

、
学

習
情

報
を

収
集
す

る
と

と
も
に

、
学

習
機

会
や

講
師

に
関
す

る
相

談
に
対

し
適

切
に

紹
介

で
き

る
よ

う
、

人
財
情

報
バ

ン
ク

の
充

実
を

図
り
相

談
体

制
の
整

備
を

行
い

ま
す
。

・
市
民

の
生

涯
学

習
活

動
へ

の
情

報
提

供
を

行
う

た
め

、
市

内
で

活
動

す
る

グ
ル
ー

プ
・

サ
ー

ク
ル

の
情

報
、

刊
行

物
の

案
内

、
公

民
館

等
の

案
内

を
ま

と
め
た

生
涯

学
習

に
係

る
総

合
的

な
情

報
誌

を
発

行
（
5
0
0
部

作
成

）
し
、

公
民
館

等
の

生
涯

学
習

拠
点

施
設

に
お

い
て

配
布

し
ま

し
た

。
ま

た
、

人
財

情
報
バ

ン
ク

へ
の

登
録

者
数

は
、
1
8
8
人

と
な
っ

て
い

ま
す

。
（

年
度

内
1
人

増
加
）

生 学

・
市

内
で

活
動

す
る

団
体

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
市

民
に

生
涯

学
習

活
動

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

人
材

情
報

バ
ン

ク
登

録
者

増
加

に
努

め
、

講
師

を
人

材
情

報
バ

ン
ク

か
ら

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

生
涯

学
習

情
報
誌
を

適
宜

見
直

し
、

新
鮮

な
情

報
を
発

信
す

る
と
と

も
に

人
財

情
報

バ
ン
ク

の
更

新
を
行

い
ま

す
。

○
市

民
大

学
き

た
も

と
学

苑
の

充
実

・
市

民
一
人

一
人

が
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル
に

合
わ

せ
て
学

習
機

会
を

選
び

参
加

で
き
る

市
民

大
学
き

た
も

と
学

苑
の

充
実

を
図
り

ま
す
。

・
市
民

が
互

い
に

学
び

、
支

え
合

い
、

交
流

を
深

め
る

た
め

、
市

民
大

学
き

た
も
と

学
苑

の
運

営
に

助
言

と
支

援
を

行
い

、
市

民
の

学
習

機
会

の
拡

充
を

図
り
ま

し
た

。
(
市

民
大

学
き

た
も

と
学
苑
、

1
8
5
講

座
、
1
,
7
4
0
人

受
講

※
前
年

比
で
7
講

座
の

増
加

、
3
9
人

の
増
加

）

生 学

・
様

々
な

分
野

の
講

座
を

幅
広

く
開

催
で

き
た

こ
と

で
、

市
民

に
生

涯
学

習
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

多
彩

な
講

座
を
開
催

す
る

こ
と
に

努
め

る
と

と
も

に
、
多

く
の

方
に
受

講
し

て
も

ら
え

る
よ
う

広
く

周
知
し

て
い

き
ま

す
。

○
市

役
所

出
前

講
座

の
開
設

・
市

民
団
体

か
ら

の
要

請
に

基
づ

き
、
団

体
が

主
催
す

る
学

習
会

に
市

職
員

を
講
師

と
し

て
派
遣

す
る

市
役

所
出

前
講

座
の
充

実
を

図
り
ま

す
。

・
ま
ち

づ
く

り
・

行
政

関
係

で
1
0
講

座
、

都
市

計
画

関
係

で
4
講

座
、

教
育

関
係
で

6
講

座
な

ど
の

合
計
3
1
講

座
を

開
設
し

、
市

民
か

ら
の

要
望

に
よ
り

1
5
回

の
講

座
を

実
施

し
ま

し
た
。

生 学

・
様

々
な

分
野

の
講

座
を

幅
広

く
開

催
で

き
た

こ
と

で
、

市
民

に
生

涯
学

習
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

幅
広

い
ジ

ャ
ン
ル
の

講
座

が
開
設

で
き

る
よ

う
に

関
係
部

署
と

の
調
整

を
図

っ
て

い
き

ま
す
。

計 画 書

基
本

目
標

Ⅴ
　

生
涯

学
習

の
支

援

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

5
2



5
3

○
大

学
公

開
講

座
の

開
催

及
び

内
容

の
充
実

・
市

民
に
高

度
で

専
門

的
な

学
習

機
会
を

提
供

す
る
大

学
公

開
講

座
の

充
実

に
努
め

ま
す
。

・
市
民

に
高

度
で

専
門

的
な

学
習

機
会

を
提

供
す

る
大

学
公

開
講

座
を

実
施

し
ま
し

た
。

（
日

本
薬

科
大

学
公

開
講

座
（
2
回

）
、

武
蔵

丘
短

期
大

学
（
1

回
）
）

生 学
・

専
門

的
な

学
習

機
会

を
市

民
に

提
供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

講
座

参
加

者
か
ら
の

意
見

を
参
考

に
し

な
が

ら
、

市
民
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
講

座
の

開
催
を

検
討

し
て
い

き
ま

す
。

○
子

ど
も

大
学

き
た

も
と

の
充
実

・
大

学
・
専

門
学

校
の

教
員

や
学

習
施
設

の
指

導
者
に

よ
る

専
門

的
な

講
義

や
体
験

活
動

を
通
じ

て
、

児
童

の
知

的
好

奇
心
を

引
き

出
す
学

習
の

機
会

を
提

供
し

ま
す
。

・
市
内

の
小

学
4
～

6
年

生
を

対
象

に
4
0
人

を
定

員
と

し
て

、
8
月

2
日

（
火
）

、
8
月

9
日

（
火

）
、
8
月

1
8
日
（

木
）

、
8
月

2
3
日

（
火

）
の
4
日

間
で

4
講

座
の

開
催

を
予

定
し

ま
し

た
。

1
日

目
「

仲
間

づ
く

り
ゲ

ー
ム

に
挑

戦
し
よ

う
！
」

2
日

目
「

お
菓

子
を

使
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
教

室
」

3
日

目
「

キ
ャ

ン
プ

場
の

植
物

管
理

人
に
な

ろ
う

！
」

4
日

目
「

ニ
ュ

ー
ス

の
舞

台
裏
」

・
3
9
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

生 学

・
子

供
た

ち
の

知
的

好
奇

心
を

刺
激

す
る

学
び

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

子
供

た
ち

の
ニ
ー
ズ

に
合

っ
た
魅

力
あ

る
講

義
の

企
画
・

提
案

及
び
協

力
者

（
企

業
や

教
育
機

関
）

の
開
拓

に
努

め
ま

す
。

○
国

際
理

解
学

習
・

交
流

事
業

の
推
進

・
国

際
理
解

学
習

・
国

際
交

流
の

普
及
奨

励
と

、
国
際

交
流

の
場

の
創

出
を

目
的
と

し
た

国
際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
事

業
を

推
進
し

ま
す
。

・
国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

事
業

を
国

際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
委

員
会

に
委

託
し

、
学

習
セ
ン

タ
ー

を
会

場
に

実
施

し
ま

し
た
。

　
「
も

っ
と

知
ろ

う
友

達
の

国
」
2
回

開
催

　
日
本

語
指

導
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
4
回

開
催

　
創
立

2
5
周

年
記

念
＆

ふ
れ

あ
い

パ
ー

テ
ィ

ー
　
1
回

開
催

生 学
・

日
本

語
学

習
会

を
中

心
に

、
国

際
交
流

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
日

本
語
学
習

会
を

中
心

に
、

国
際

交
流

の
普
及

を
目

的
と
し

た
国

際
ラ

ウ
ン

ジ
事
業

を
推

進
し
ま

す
。



施
策

２
　

学
習

・
活

動
施

設
の

整
備

・
運

営
の

充
実

P
6
9

○
中

央
公

民
館

・
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
運

営
の

充
実

・
だ

れ
も
が

幅
広

く
学

ぶ
学

習
機

会
の
充

実
を

図
り
、

生
涯

学
習

へ
の

意
識

を
高
め

ま
す
。

・
児
童

・
生

徒
、

高
齢

者
、

女
性

等
あ

ら
ゆ

る
年

齢
、

種
別

を
対

象
に

し
た

各
種
講

座
、

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
生

涯
学

習
の

機
会

の
提

供
を

図
り

ま
し

た
。

　
文
化

セ
ン

タ
ー

　
　
公

民
館

事
業

　
　
1
3
8
日

　
2
,
7
4
9
人

参
加

　
　
自

主
文

化
事

業
　
 
4
0
日

　
3
,
1
7
1
人

参
加

　
地
区

公
民
館

　
　
主

催
、

共
催

及
び

支
援

事
業
 
8
3
9
日

　
2
8
,
7
7
0
人

参
加

生 学

・
高

齢
者

学
級

に
つ

い
て

は
、

高
齢

者
の

意
欲

向
上

と
生

涯
学

習
の

推
進

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
親

子
参

加
の

講
座

を
実

施
す

る
こ
と

で
、

様
々

な
方

に
生

涯
学

習
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
高

齢
者

学
級

に
お
い

て
、

新
た
な

参
加

者
を

増
や

す
た
め

、
講

座
の
内

容
の

充
実

を
図

っ
て
い

き
ま

す
。

・
若

い
世

代
の

参
加
を

増
や

す
た
め

に
、

休
日

の
講

座
の
実

施
な

ど
運
営

方
法

に
つ

い
て

研
究
し

て
い

き
ま

す
。

・
機

能
的
で

利
用

し
や

す
い

施
設

づ
く
り

を
目

指
し
て

、
老

朽
化

し
て

い
る

施
設
設

備
を

計
画
的

に
改

修
・

充
実

す
る

と
と
も

に
、

適
切
な

管
理

運
営

と
緊

急
時

に
お
け

る
体

制
整
備

に
努

め
ま

す
。

【
※

令
和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
公
民

館
等

の
各

種
設

備
修

繕
と

消
防

訓
練

を
実

施
し

、
良

好
な

施
設

維
持

管
理
と

緊
急

時
体

制
の

整
備

を
行

い
ま

し
た
。

【
各
公

民
館

等
の

主
要

修
繕
】

　
中
央

公
民

館
：

冷
温

水
二

次
ポ

ン
プ

改
修

工
事
等

　
中
丸

公
民

館
：

屋
根

等
改

修
工
事

　
西
部

公
民

館
：

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

昇
降

機
能

維
持

修
繕
等

　
学
習

セ
ン

タ
ー

：
非

常
用

発
電

装
置

修
繕

工
事
等

【
緊
急

時
体

制
】

緊
急
時

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
運

用
し

て
い

ま
す
。

生 学

・
施

設
の

大
規

模
改

修
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

必
要

に
応

じ
修

繕
を

実
施

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
避

難
訓

練
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

災
害

等
が

発
生

し
た

際
の

対
応

が
明

確
と

な
り

、
利

用
者

の
安

全
性

の
確

保
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
施

設
の

老
朽

化
が
進

む
中

で
効
果

的
に

改
修

し
、

適
切
な

施
設

運
営
が

で
き

る
よ

う
、

今
後
も

計
画

的
に
改

修
を

行
い

ま
す
。

・
緊

急
時

対
応

マ
ニ
ュ

ア
ル

を
効
果

的
な

も
の

と
す

る
た
め

、
周

知
徹

底
、

更
新

を
行

っ
て
い

き
ま

す
。

○
各

種
文

化
事

業
の

充
実

と
展
開

・
地

域
文
化

の
振

興
に

寄
与

す
る

た
め
、

本
市

の
文
化

事
業

の
理

念
や

市
民

ニ
ー
ズ

を
反

映
さ
せ

た
自

主
文

化
事

業
を

開
催
し

ま
す
。

・
市
民

が
優

れ
た

芸
術

・
文

化
に

触
れ

合
い

、
楽

し
む

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、
星

ま
つ

り
コ

ン
サ

ー
ト
2
0
2
2
、

東
京

音
楽

大
学

提
携

コ
ン

サ
ー

ト
等
を

開
催
し

、
市

民
に

良
質

な
音

楽
を

提
供

し
ま

し
た
。

・
市
民

が
落

語
を

身
近

に
楽

し
め

る
「

き
た

も
と

　
さ

く
ら

亭
」

を
開

催
し

ま
し
た

。
・

幼
児

と
子

育
て

世
代

を
対

象
に

、
情

操
を

育
成

す
る

子
ど

も
劇

場
を

開
催

し
ま
し

た
。

生 学

・
落

語
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

年
齢
層

に
、

楽
し

む
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
出

来
ま

し
た
。

・
子

育
て

世
代

に
、

親
子

で
参

加
で

き
る

子
ど

も
劇

場
を

開
催

し
、

身
近

に
情

操
教

育
の

機
会

を
提

供
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

あ
ら

ゆ
る

世
代
の
市

民
が

優
れ
た

芸
術

文
化

に
直

接
ふ
れ

ら
れ

る
よ

う
、

様
々

な
企

画
を
実

施
し

て
い
き

ま
す
。

・
本

市
の
音

楽
文

化
の

創
造

と
発

展
の
た

め
、

北
本
ピ

ア
ノ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を
開

催
し

ま
す
。

・
第
7
回

き
た

も
と

ピ
ア

ノ
フ

ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

を
開

催
し

ま
し

た
。

参
加
組

数
延

べ
4
7
組

、
来

場
者
4
5
0
人

生 学

・
文

化
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

で
日

ご
ろ

の
練

習
の

成
果

を
披

露
し

て
い

た
だ

く
こ
と

で
、

市
民

の
音

楽
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

ピ
ア

ノ
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

は
市
民

の
発

表
の

場
と

し
て
、

さ
ら

な
る
周

知
を

図
り

、
来

場
者
数

の
増

加
に
努

め
て

い
き

ま
す
。

5
4



5
5

○
野

外
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

の
充

実
【

※
令

和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
野

外
活
動

や
体

験
活

動
を

行
う

た
め
の

施
設

と
し
て

有
効

活
用

さ
れ

る
よ

う
、
適

切
な

施
設
の

整
備

と
管

理
運

営
に

努
め
ま

す
。

・
適
切

な
施

設
の

維
持

管
理

を
図

る
た

め
、

施
設

設
備

の
日

常
・

定
期

・
緊

急
点
検

等
を

適
切

に
実

施
し

、
破

損
箇

所
等

の
修

理
を

迅
速

に
行

う
と

と
も

に
照
明

の
L
E
D
化

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

安
全

対
策

を
と

り
な

が
ら

、
施

設
の

管
理

運
営

を
行
い

ま
し

た
。

生 学

・
設

備
点

検
及

び
迅

速
な

修
繕

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
や

体
験

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
で

施
設

が
有

効
活

用
さ

れ
ま

し
た
。

ｂ

・
施

設
の

一
部

で
経
年

劣
化

に
よ
る

不
具

合
が

発
生

し
て
い

る
た

め
、
安

全
に

利
用

で
き

る
よ
う

日
常

点
検
と

適
切

な
修

理
を

行
っ
て

い
き

ま
す
。

・
施

設
を

有
効

利
用
し

、
さ

ら
な
る

集
客

を
図

れ
る

よ
う
Ｐ

Ｒ
の

方
法
、

イ
ベ

ン
ト

内
容

な
ど
を

工
夫

し
て
い

き
ま

す
。

○
視

聴
覚

資
料

の
有

効
活
用

・
視

聴
覚
機

材
・

機
器

及
び

資
料

的
価
値

の
あ

る
映
像

の
有

効
活

用
を

図
り

ま
す
。

・
プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

Ｄ
Ｖ

Ｄ
ソ

フ
ト

な
ど

の
視

聴
覚

機
器

・
ソ

フ
ト

に
つ

い
て
、

貸
し

出
し

を
行

い
ま

し
た
。

（
貸
出

件
数

　
機

器
：
0
件

、
ソ

フ
ト

：
1
3
1
件

）

生 学

・
視

聴
覚

機
器

、
ソ

フ
ト

の
貸

し
出

し
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
習

活
動

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

引
き

続
き

図
書
館
で

資
料

的
価
値

の
あ

る
映

像
ソ

フ
ト
の

貸
し

出
し
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

○
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

の
運

営
の

充
実

・
幼

児
・
児

童
に

対
し

、
豊

か
な

情
操
を

は
ぐ

く
む
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
す
る

団
体

投
影
の

内
容

の
充

実
を

図
り

ま
す
。

・
「
き

っ
ず

ぷ
ら

ね
た

り
う

む
」

を
実

施
し

ま
し

た
。

　
ポ
ケ

ッ
ト

モ
ン

ス
タ

ー
　

オ
ー

ロ
ラ

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

　
1
0
6
人

　
名
探

偵
コ

ナ
ン

～
灼

熱
の

銀
河

鉄
道

～
　

　
　

　
　

　
　
1
,
3
6
4
人

生 学
・

リ
ク

エ
ス

ト
に

対
応

し
た

投
影

内
容
の

充
実

を
図

り
ま

し
た
。

ｂ
・

来
場

者
を

増
や
す
た

め
、

魅
力
あ

る
番

組
作

成
や

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を

利
用

し
た

広
報

活
動
を

実
施

し
て
い

き
ま

す
。

・
自

然
事
象

へ
の

興
味

を
深

め
て

も
ら
う

た
め

、
事
前

学
習

と
文

化
セ

ン
タ

ー
屋
上

で
実

際
の
望

遠
鏡

を
使

用
し

た
天

体
観
望

会
を

定
期
的

に
開

催
し

ま
す
。

・
望
遠

鏡
や

星
座

早
見

盤
を

使
っ

た
天

体
観

望
会

を
文

化
セ

ン
タ

ー
屋

上
で

行
い
ま

し
た

。
（

回
数
4
回

、
1
2
2
人

）
生 学

・
事

前
学

習
と

実
際

の
望

遠
鏡

を
使

用
し

た
天

体
観

望
会

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
自

然
事

象
へ

の
興

味
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

望
遠

鏡
が

老
朽
化
し

て
い

る
た

め
、

望
遠

鏡
を

修
繕
す

る
な

ど
対
策

を
検

討
し

て
い

き
ま
す

。

・
デ

ジ
タ
ル

シ
ス

テ
ム

の
機

能
を

十
分
に

発
揮

し
た
、

魅
力

的
な

映
像

番
組

を
投
影

し
ま

す
。

・
星
空

を
中

心
に

し
た

番
組

、
家

族
で

楽
し

み
な

が
ら

学
ぶ

番
組

、
宇

宙
科

学
を
テ

ー
マ

に
し

た
番

組
等

の
ほ

か
、

子
供

に
人

気
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

が
登

場
す
る

番
組

を
用

意
す

る
な

ど
来

館
者

が
見

た
い

番
組

を
選

べ
る

よ
う

に
し

ま
し
た

。

生 学

・
施

設
内

の
抗

菌
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

実
施

し
、

安
全

に
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

を
楽

し
ん

で
い

た
だ

け
ま

し
た
。

ｂ
・

来
場

者
を

増
や
す
た

め
、

魅
力
あ

る
番

組
作

成
や

投
影
内

容
を

工
夫
し

て
い

き
ま

す
。



○
図

書
館

運
営

の
充
実

・
市

民
の
読

書
を

支
援

す
る

と
と

も
に
、

地
域

や
市
民

の
課

題
解

決
に

必
要

な
各
種

資
料

や
情
報

の
整

備
・

充
実

に
努

め
ま

す
。

・
図
書

館
資

料
の

整
備

・
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

（
新

規
購

入
図

書
資
料

中
央
図

書
館
7
,
6
7
5
点

、
こ

ど
も

図
書

館
2
,
0
6
8
点

）
・

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
中

央
図

書
館
2
,
3
4
2

件
、
こ

ど
も

図
書

館
4
,
0
6
2
件

）

生 学

・
図

書
資

料
の

整
備

・
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
こ

と
で

利
用

者
の

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

ｂ

・
蔵

書
を

充
実

さ
せ
る

と
と

も
に
、

他
の

公
立

図
書

館
と
の

相
互

貸
借
の

制
度

等
を

活
用

し
、
充

実
し

た
読
書

活
動

が
行

え
る

よ
う
支

援
し

て
い
き

ま
す
。

・
廃

棄
図
書

の
リ

サ
イ

ク
ル

を
実

施
し
、

関
係

機
関
等

へ
の

資
料

提
供

と
再

活
用
を

推
進

し
ま
す

。

・
廃
棄

図
書

に
つ

い
て

、
小

中
学

校
、

保
育

所
、

公
民

館
等

に
情

報
提
供

し
、
リ

サ
イ

ク
ル

を
実

施
し

ま
し

た
。

生 学

・
関

係
機

関
と

連
携

し
て

廃
棄

図
書

を
リ

サ
イ

ク
ル

し
て

活
用

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
図

書
資

料
の

充
実

に
繋

が
り

ま
し

た
。

ｂ
・

関
係

機
関

と
連
携
し

て
廃

棄
図
書

の
リ

サ
イ

ク
ル

活
用
を

実
施

し
て
い

き
ま

す
。

・
中

央
図
書

館
と

公
民

館
に

置
く

図
書
館

分
室

と
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、
利

便
性

の
向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

こ
ど
も

図
書

館
の
利

用
を

促
進

し
ま

す
。

・
中
央

図
書

館
、

図
書

館
分

室
、

こ
ど

も
図

書
館

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、
市

民
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

努
め

ま
し

た
。

・
中
央

図
書

館
、

こ
ど

も
図

書
館

、
児

童
館

が
行

事
等

で
の

連
携

を
図

り
、

利
用
促

進
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
「
図

書
館

を
使

っ
た

調
べ

る
学

習
コ

ン
ク

ー
ル

」
を

開
催

し
、
4
2
作

品
の

応
募
が

あ
り

、
子

供
た

ち
の

図
書

へ
の

興
味

の
向

上
、

読
書

活
動

の
推

進
を

図
る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

生 学

・
中

央
図

書
館

、
図

書
館

分
室

、
こ

ど
も

図
書

館
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
が

図
ら

れ
ま
し

た
。

ｂ
・

中
央

図
書

館
、
図
書

館
分

室
、
こ

ど
も

図
書

館
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
強

化
し

、
図

書
館

の
利
用

促
進

を
図
っ

て
い

き
ま

す
。

・
視

覚
障
が

い
者

な
ど

に
対

す
る

デ
イ

ジ
ー

図
書
の

貸
出

サ
ー

ビ
ス

を
推

進
し
ま

す
。

・
視
覚

障
が

い
者

等
向

け
音

声
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
た

め
、

日
々

の
新

聞
情
報

や
図

書
館

蔵
書

に
つ

い
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

協
力

の
も

と
、

デ
イ

ジ
ー

図
書
を

作
成

し
ま

し
た

。
（

デ
イ

ジ
ー

図
書

貸
出
1
,
3
7
4
巻

）

生 学

・
市

民
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
よ

り
デ

イ
ジ

ー
図

書
を

新
規

作
成

し
、

視
覚

障
が

い
者

の
読

書
機

会
の

拡
大

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ

・
デ

イ
ジ

ー
図

書
の
蔵

書
点

数
を
増

や
し

て
、

サ
ー

ビ
ス
の

充
実

を
図
っ

て
い

き
ま

す
。

・
新

規
の

朗
読

者
を
支

援
し

て
デ
イ

ジ
ー

図
書

の
作

成
に
取

り
組

ん
で
い

き
ま

す
。

・
お

は
な
し

会
を

は
じ

め
各

種
行

事
に
お

け
る

ブ
ッ
ク

ト
ー

ク
や

読
み

聞
か

せ
を
魅

力
あ

る
も
の

と
し

、
子

供
の

読
書

活
動
へ

の
支

援
を
推

進
し

ま
す
。

【
※

令
和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
絵
本

の
読

み
き

か
せ

（
2
4
回

）
、

定
例

お
は

な
し

会
等

（
1
5
9
回

）
を
実

施
し
ま

し
た
。

生 学

・
親

子
で

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

本
と

子
供

の
関

わ
り

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
、

読
書

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
こ

ど
も

図
書

館
の
さ

ら
な

る
利
用

促
進

を
図

っ
て

い
き
ま

す
。

・
関

係
団

体
（

北
本
市

子
ど

も
文
庫

連
絡

会
・

北
本

子
ど
も

の
本

を
楽
し

む
会

）
と

連
携

し
、
お

は
な

し
会
や

行
事

を
充

実
さ

せ
て
い

き
ま

す
。

5
6



5
7

施
策

３
　

文
化

芸
術

活
動

の
推

進
P
7
1

○
市

民
文

化
祭

の
開
催

・
市

民
に
文

化
芸

術
の

発
表

の
場

を
提
供

す
る

と
と
も

に
、

文
化

芸
術

に
親

し
む

人
々

の
輪
を

広
げ

る
た

め
、

市
民

文
化
祭

を
開

催
し
ま

す
。

・
第
5
6
回

市
民

文
化

祭
芸

術
展

の
開
催

　
1
0
月

2
7
日

～
3
0
日

、
出

品
点

数
2
2
1
点
、

来
場

者
数
7
3
7
人

・
第
5
7
回

市
民

文
化

祭
文

化
の

つ
ど

い
の

開
催

　
1
1
月

1
2
日

、
1
3
日

、
2
0
日

　
出

演
団

体
4
6
団

体
、

来
場

者
数
3
,
7
1
3
人

生 学

・
市

民
の

文
化

意
識

を
高

め
る

と
と
も

に
、

出
品

者
相

互
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
文

化
の

つ
ど

い
は

３
年

ぶ
り

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
市

民
の

文
化

活
動

の
育

成
及

び
相

互
の

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
よ

り
多

く
の

方
か
ら

の
出

品
と
来

場
し

て
い

た
だ

く
た
め

、
企

画
及
び

広
報

活
動

を
さ

ら
に
充

実
し

て
い
き

ま
す
。

・
文

化
の

つ
ど

い
の
運

営
方

法
に
つ

い
て

、
出

演
団

体
が
よ

り
参

画
し
や

す
い

検
討

を
行

い
ま
す

。

○
市

民
文

芸
誌

の
刊
行

・
市

民
の
文

芸
活

動
の

振
興

を
図

る
た

め
、

詩
、
俳

句
、

小
説

等
を

公
募

し
、
掲

載
す

る
た
め

の
市

民
文

芸
誌

「
む

く
ろ

じ
」

等
を
刊

行
し

ま
す
。

・
小
学

生
か

ら
高

齢
者

の
方

ま
で

幅
広

い
年

代
の

作
品

を
掲

載
し

た
、

市
民

文
芸
誌

「
む

く
ろ

じ
第
4
6
号

」
を

発
行

し
ま

し
た
。

（
応
募

者
数
 
一

般
3
1
4
点

、
ジ

ュ
ニ

ア
6
点
、

1
冊

8
0
0
円

で
販

売
）

生 学

・
小

学
生

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

年
代

の
作

品
を

掲
載

し
、

市
民

の
文

化
創

造
活

動
を

促
す

と
と

も
に

、
北

本
市

の
文

化
の

振
興

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

事
業

の
見

直
し
等
の

た
め

、
第
4
6

号
（

令
和
4
年

度
）

を
も

っ
て

休
刊
と

し
ま

す
。

○
文

化
団

体
等

の
活

動
の

支
援

・
文

化
団
体

等
が

行
う

事
業

活
動

に
つ
い

て
名

義
後
援

等
を

行
い

、
団

体
等

の
活
動

を
支

援
し
ま

す
。

・
各
種

文
化

団
体

等
が

主
催

す
る

発
表

会
等

に
つ

い
て

、
名

義
後

援
を

実
施

し
ま
し

た
。

生 学

・
事

前
連

絡
や

各
種

団
体

と
の

調
整

を
密

に
と

り
、

各
文

化
団

体
が

そ
の

特
徴

を
生

か
し

た
活

動
を

行
う

こ
と

を
促

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

文
化

団
体

が
さ
ら
に

幅
広

く
活
動

で
き

る
よ

う
に

配
慮
し

て
い

き
ま

す
。



施
策

４
　

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
P
7
1

○
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推
進

市
民

が
年
齢

や
性

別
、

障
が

い
の

有
無
に

関
係

な
く
、

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

こ
と
が

で
き

る
よ
う

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

と
連
携

を
図

り
、
様

々
な

大
会

や
教

室
の

開
催
に

努
め

ま
す
。

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

多
く

の
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

大
会

や
教
室

が
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

生 学

コ
ロ

ナ
禍

で
も

、
い

く
つ

か
の

教
室

を
開

催
し

ま
し

た
が

、
感

染
対

策
を

徹
底

し
て

実
施

し
、

市
民

に
運

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
等

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
教

室
の

開
催

に
努

め
ま

し
た
。

b
コ

ロ
ナ

終
息

後
に
は
、

多
く

の
大
会

や
教

室
が

開
催

で
き
る

よ
う

引
き
続

き
関

係
団

体
の

支
援
を

し
て

い
き
ま

す
。

○
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
環

境
の

整
備

・
充
実

・
体

育
セ
ン

タ
ー

が
ス

ポ
ー

ツ
施

設
と
し

て
有

効
活
用

さ
れ

る
よ

う
、

適
切

な
整
備

と
管

理
運
営

に
努

め
ま

す
。

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

人
数

制
限

を
実

施
し

て
い

る
た
め

、
時

短
営

業
し

た
昨

年
度

よ
り

増
加

し
ま

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

以
前

の
利
用

者
数

よ
り

減
と

な
り

ま
し

た
。

生 学

体
育

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

あ
た

っ
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

予
防

対
策

を
講

じ
て

安
全

安
心

な
利

用
を

市
民

に
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
引

き
続

き
市

民
に
安
全

安
心

な
利
用

を
い

た
だ

け
る

よ
う
に

感
染

対
策
を

徹
底

し
ま

す
。

学
校

体
育
施

設
を

多
く

の
市

民
が

身
近
な

ス
ポ

ー
ツ
の

場
と

し
て

活
用

で
き

る
よ
う

に
施

設
開
放

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す
。

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

人
数

制
限

を
実

施
し

て
い

る
た
め

、
時

短
営

業
し

た
昨

年
度

よ
り

増
加

し
ま

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

以
前

の
利
用

者
数

よ
り

減
と

な
り

ま
し

た
。

生 学

学
校

の
施

設
開

放
に

あ
た

っ
て

は
、

感
染

症
予

防
対

策
を

徹
底

し
、

市
民

に
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

す
る

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
引

き
続

き
感

染
予
防
に

協
力

い
た
だ

き
な

が
ら

、
学

校
開
放

施
設

の
利
用

促
進

を
図

り
ま

す
。

○
ス

ポ
ー

ツ
体

制
の

支
援

【
※

令
和

４
年

度
重

点
項

目
】

地
域

の
ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

を
育

成
す
る

と
と

も
に
、

そ
の

支
援

に
努

め
ま

す
。

北
本
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

、
北

本
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
、

北
本

市
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

協
会

に
補

助
金

を
交

付
し

活
動

を
支

援
し

ま
し

た
。

生 学

各
団

体
が

活
動

す
る

こ
と

で
本

市
の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

普
及

が
推

進
さ

れ
ま
し

た
。

b
引

き
続

き
支

援
を
継
続

し
て

い
き
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ
活

動
を

支
え

る
指

導
者

の
育

成
・

支
援
に

努
め

ま
す
。

地
域
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
指

導
者

で
あ

る
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
を

活
用

し
て

ニ
ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
開

催
す

る
等

、
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
育

成
・

支
援

の
場
の

提
供

に
努

め
ま

し
た
。

生 学

指
導

者
の

育
成

・
支

援
の

場
で

あ
る

と
と

も
に

、
市

民
に

対
し

て
も

ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

b
引

き
続

き
ス

ポ
ー
ツ
推

進
委

員
の
支

援
を

継
続

し
て

い
き
ま

す
。

5
8



5
9

　
　

　
　

施
策

１
　

文
化

財
保

護
の

調
査

と
研

究

　
　

　
　

施
策

２
　

文
化

財
の

保
存

と
管

理

　
　

　
　

施
策

３
　

文
化

財
の

啓
発

と
活

用

　
　

　
　

施
策

４
　

郷
土

芸
能

の
継

承
と

支
援

基
本

目
標

Ⅵ
文

化
財

保
護

の
推

進

　
地

域
で

長
く

培
わ

れ
て

き
た

北
本

の
歴

史
・

伝
統

・
文

化
へ

の
理

解
を

深
め

、
次

の
世

代
に

守
り

伝
え

る
た

め
、

貴
重

な
重

要
遺

跡
や

石
造

物
、

古
文

書
、

民
具

な
ど

の
各

種
文

化
財

の
調

査
・

保
存

を
進

め
る

と
と

も
に

、
郷

土
芸

能
の

保
存

と
振

興
に

努
め

ま
す

。
　

ま
た

、
文

化
財

へ
の

理
解

を
深

め
、

こ
れ

を
活

用
す

る
た

め
、

文
化

財
の

情
報

の
発

信
と

啓
発

事
業

の
充

実
に

努
め

ま
す

。



事 業
個

別
取

組
令

和
４

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

文
化

財
保

護
の

調
査

と
研

究
P
7
3

○
文

化
財

の
調

査
・

研
究

・
デ

ー
ノ
タ

メ
遺

跡
、

石
戸

城
跡

な
ど
貴

重
な

埋
蔵
文

化
財

包
蔵

地
に

つ
い

て
は
、

積
極

的
な
内

容
確

認
調

査
を

行
い

、
史
跡

指
定

に
向
け

て
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た
、

学
識

経
験
者

や
専

門
機

関
と

連
携

し
、
遺

跡
の

重
要
性

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
し
ま

す
。

・
デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
の

保
存

・
活

用
に

つ
い

て
文

化
庁

、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
と
協

議
を

進
め

ま
し

た
。

出
土

遺
物

の
分

析
作

業
に

つ
い

て
は

、
土

壌
サ

ン
プ
ル

中
の

微
細

な
花

粉
の

分
析

、
年

代
分

析
等

を
実

施
し

、
縄

文
人

の
植

物
利
用

に
つ

い
て

、
そ

の
一

端
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
御
茶

屋
遺

跡
に

お
い

て
内

容
確

認
調

査
を

実
施

し
、

昨
年

度
の

成
果

に
続

き
、
新

た
に

御
茶

屋
の

主
郭

と
考

え
ら

れ
る

エ
リ

ア
の

構
造

の
一

部
を

明
ら

か
に
し

ま
し

た
。

こ
の

結
果

、
文

献
資

料
と

あ
わ

せ
た

考
察

に
よ

り
、

徳
川

将
軍
家

に
ゆ

か
り

の
あ

る
「

御
茶

屋
」

に
つ

い
て

の
知

見
を

深
め

ま
し

た
。

文 化 財

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

に
お

け
る

、
当

時
の

環
境

や
生

業
に

つ
い

て
の

新
た

な
知

見
を

得
る

こ
と

を
目

的
に

、
自

然
科

学
分

析
を

実
施

し
ま

し
た
。

・
御

茶
屋

の
存

在
が

考
古

学
的

手
法

で
明

ら
か

に
な

っ
た

こ
と

で
、

北
本

市
に

と
っ

て
重

要
な

史
跡

の
存

在
を

確
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡
に

つ
い

て
は
、

遺
跡

へ
の

理
解

を
深
め

る
こ

と
を
目

的
に

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ
ム

の
開

催
を
検

討
す

る
な

ど
、

啓
発
に

一
層

取
り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
ま
た

、
今

後
は
遺

跡
の

性
格

を
よ

り
詳
細

に
把

握
す
る

た
め

、
内

容
確

認
調
査

お
よ

び
出
土

遺
物

の
分

析
を

進
め
ま

す
。

加
え
て

「
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡
調

査
指

導
委
員

会
」

の
指

導
の

も
と
、

国
・

県
と
の

協
議

を
進

め
、

保
存
と

活
用

に
努
め

て
い

き
ま

す
。

・
「

御
茶

屋
」

に
つ
い

て
は

、
調
査

を
継

続
し

、
地

元
と
の

連
携

に
つ
い

て
も

引
き

続
き

継
続
し

て
い

き
ま

す
。

○
埋

蔵
文

化
財

の
調
査

・
開

発
行
為

等
で

失
わ

れ
る

埋
蔵

文
化
財

に
つ

い
て
は

、
発

掘
調

査
を

行
い

、
調
査

報
告

書
を
刊

行
し

ま
す
。

・
埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

に
お

け
る

開
発

事
業

に
先

立
ち

、
記

録
に

よ
る

保
存

措
置
の

た
め

、
2
件

（
下

宿
遺

跡
第
9
次

・
上

手
遺

跡
第
6
次

）
の

発
掘

調
査

を
実
施

し
ま

し
た
。

・
「
権

現
堂

遺
跡

・
刑

部
谷

遺
跡

・
丸

山
遺

跡
第
3
次

調
査

・
八

幡
遺

跡
第
4

次
調
査

」
の

発
掘

調
査

報
告

書
を

刊
行

し
ま

し
た
。

文 化 財

・
文

化
財

保
護

法
に

則
り

、
事

業
者

・
地

権
者

と
協

議
・

調
整

を
行

い
、

開
発

事
業

等
に

対
し

て
埋

蔵
文

化
財

の
適

切
な

取
扱

い
に

努
め

、
文

化
財

の
保

護
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
開

発
に

伴
う

発
掘

調
査

の
報

告
書

を
作

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

内
遺

跡
の

調
査

成
果

を
公

表
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

開
発

事
業
等

に
伴

う
埋
蔵

文
化

財
の

取
扱

い
に
つ

い
て

、
文
化

財
保

護
法

に
則

り
適
切

に
対

応
し
て

い
き

ま
す
。

・
試

掘
及

び
発

掘
調
査

が
増

加
傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、
専

門
職

員
の
採

用
に

つ
い

て
人

事
所
管

課
と

協
議
し

て
い

き
ま

す
。

基
本

目
標

Ⅵ
　

文
化

財
保

護
の

推
進

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書

＊

＊
デ
ー

ノ
タ
メ

遺
跡

・
・
・

「
デ

ー
ノ

タ
メ
」

は
、
北

本
市
を

南
北

に
流
れ

る
江
川

の
支
流

付
近
に

、
昭
和

４
０

年
代
ま

で
あ
っ

た
約
千

㎡
の

湧
水
池

の
名
前

。
遺
跡

は
こ
の

湧
水

池
を
囲

む
６
万

㎡
程
で

、

縄
文
時

代
中
期

後
期
の

水
場
遺

構
や

漆
塗
土

器
が
発

見
さ
れ

て
い
る

。

6
0



6
1

○
指

定
文

化
財

に
か

か
る

調
査

研
究

・
指

定
文
化

財
の

候
補

と
な

る
リ

ス
ト
を

作
成

し
、
記

載
さ

れ
た

文
化

財
に

つ
い
て

の
重

要
性
や

希
少

性
を

評
価

し
、

指
定
に

向
け

て
取
り

組
み

ま
す
。

・
「
放

光
寺

旧
蔵

の
ガ

ン
グ

ル
マ

」
を

市
の

諮
問

機
関

で
あ

る
北

本
市

文
化

財
保
護

審
議

会
の

審
議

を
経

て
、

新
た

に
市

指
定

文
化

財
と

し
、

将
来

に
わ

た
っ
て

残
す

べ
き

文
化

財
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

「
田
島

家
文

書
」

や
「

石
戸

小
学

校
日

誌
」

に
つ

い
て

継
続

的
調

査
を
行

い
、
文

化
財

保
護

審
議

会
に

お
い

て
審

議
し

た
結

果
、

市
指

定
文

化
財

候
補

と
し
ま

し
た
。

・
さ
ら

な
る

指
定

文
化

財
候

補
と

し
て

、
「

市
内

民
俗

芸
能

団
体

」
及
び

「
大
山

灯
籠

」
の

存
在

を
確

認
し

、
そ

の
調

査
を

開
始

し
ま

し
た
。

文 化 財

・
指

定
候

補
で

あ
る

文
化

財
の

調
査

を
進

め
、

そ
の

価
値

と
評

価
に

つ
い

て
審

議
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
さ

ら
な

る
指

定
文

化
財

候
補

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
今

後
も

、
市

内
に
所

在
し

て
い
る

文
化

財
の

調
査

を
実
施

し
、

新
た
な

市
指

定
文

化
財

と
し
て

保
護

・
活
用

で
き

る
よ

う
に

努
め
ま

す
。

・
指

定
文

化
財

の
う
ち

、
破

損
や
劣

化
が

認
め

ら
れ

る
も
の

に
つ

い
て

は
、

修
復

及
び

復
元
し

、
適

切
に
保

存
を

図
っ

て
い

き
ま
す

。

○
重

要
遺

跡
の

調
査

・
研
究

・
「

デ
ー
ノ

タ
メ

遺
跡

」
の

内
容

確
認
調

査
等

を
継
続

し
て

い
き

ま
す
。

・
「

御
茶
屋

」
に

つ
い

て
、

文
献

資
料
の

収
集

と
発
掘

調
査

に
つ

い
て

継
続

し
て
実

施
し

て
い
き

ま
す
。

・
デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
か

ら
出

土
す

る
縄

文
時

代
後

期
の

土
器

に
、

新
た

に
種

実
の
圧

痕
が

認
め

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

種
実

の
特

定
を

進
め

る
た

め
、

レ
プ

リ
カ
法

に
よ

る
圧

痕
調

査
を

開
始

し
ま

し
た
。

・
徳
川

家
康

が
使

用
し

た
と

さ
れ

る
「

御
茶

屋
」

に
つ

い
て

、
さ

い
た
ま

市
、
越

谷
市

、
千

葉
市

の
事

例
を

調
査

報
告

書
に

よ
り

確
認

し
、

北
本

市
の

「
御
茶

屋
」

と
の

比
較

検
討

を
行

い
調

査
を

実
施

し
ま

し
た
。

文 化 財

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
評

価
と

価
値

を
さ

ら
に

高
め

る
調

査
結

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
北

本
市

の
「

御
茶

屋
」

の
北

側
範

囲
に

つ
い

て
、

外
郭

施
設

の
構

造
の

一
部

を
明

ら
か

に
な

り
、

知
見

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
遺

跡
の

価
値

や
評
価

に
つ

い
て
、

市
民

に
向

け
て

広
く
啓

発
し

て
い
き

ま
す
。

・
「

石
戸

城
跡

」
や
「

宮
岡

氷
川
神

社
前

遺
跡

」
な

ど
の
他

の
重

要
遺
跡

に
つ

い
て

も
調

査
・
研

究
を

実
施
し

て
い

き
ま

す
。

○
民

俗
文

化
財

の
調

査
・

研
究

・
教

育
委
員

会
が

所
有

し
て

い
る

民
俗
文

化
財

に
つ
て

、
そ

の
価

値
と

評
価

を
確
立

し
て

い
き
ま

す
。

・
人
々

の
生

活
を

伝
え

る
民

俗
文

化
財
(
民
具

)
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
が

収
集
保

管
し

て
い

る
資

料
の

取
扱

い
方

針
を

文
化

財
保

護
審

議
会

と
共
有

し
、
今

後
の

保
存

・
活

用
に

関
す

る
方

針
を

定
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

文 化 財

・
現

在
ま

で
、

収
集

業
務

に
特

化
し

て
き

た
民

俗
文

化
財

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
市

の
有

識
者

会
議

と
方

針
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b

・
民

俗
文

化
財

の
具
体

的
な

分
類
作

業
を

進
め

て
い

き
ま
す

。
・

体
系

化
を

図
り
資
料

化
が

完
了
し

た
民

具
に

つ
い

て
、
そ

の
価

値
と
評

価
を

行
い

、
市

指
定
文

化
財

候
補
と

す
る

こ
と

の
検

討
を
行

い
ま

す
。
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○
郷

土
資

料
室

所
蔵

の
史
(
資

)
料

の
整

理
と

台
帳
化

・
市

民
の
求

め
に

応
じ

た
レ

フ
ァ

レ
ン
ス

サ
ー

ビ
ス
に

対
応

で
き

る
管

理
を

行
い
ま

す
。

・
市
内

で
収

集
さ

れ
た

古
文

書
、

行
政

文
書

に
つ

い
て

リ
ス

ト
化

し
、

閲
覧

等
に
対

応
で

き
る

よ
う

整
理

作
業

を
続

け
、

市
民

等
へ

の
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
業

務
に
備

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

文 化 財

・
リ

ス
ト

化
と

同
時

に
収

蔵
に

つ
い

て
も

工
夫

し
、

適
正

な
保

存
管

理
に

努
め

ま
し

た
。

ｂ

・
現

在
の

施
設

に
つ
い

て
は

老
朽

化
、

狭
隘

化
が

進
ん
で

い
る

こ
と
か

ら
、

移
転

に
つ

い
て
は

公
共

施
設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
の
な

か
で

検
討
し

て
い

き
ま

す
。

○
文

化
財

資
料

の
寄

贈
、

寄
託

の
対
応

・
積

極
的
な

対
応

に
努

め
、

資
料

の
散
逸

を
防

ぎ
ま
す

。
・

農
耕

具
等

の
古

民
具

、
旧

家
の

古
文

書
な

ど
、
3
件

・
計
2
7
点

の
民
俗

的
・
歴

史
的

資
料

を
収

集
し

ま
し

た
。

文 化 財

・
古

民
具

の
収

集
や

古
文

書
の

解
読

を
行

い
、

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
民

俗
資

料
、

歴
史

資
料

の
保

存
・

整
理

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
保

管
す

る
文

化
財
資

料
の

目
録
化

を
進

め
て

い
ま

す
が
、

今
後

も
資
料

の
増

加
が

見
込

ま
れ
る

た
め

、
保

存
・

保
管

施
設

の
確
保

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
施
設

移
転

に
つ
い

て
は

公
共

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
計

画
の
な

か
で

検
討

し
て

い
き
ま

す
。

○
指

定
文

化
財

の
現

況
調

査
の

実
施

・
保

存
状
態

、
管

理
状

況
な

ど
を

把
握

し
、

必
要
に

応
じ

て
所

有
者

へ
の

助
言
、

修
繕

へ
の
補

助
な

ど
を

行
い

ま
す
。

・
個
人

所
有

の
指

定
文

化
財

に
つ

い
て

、
文

化
財

の
保

存
状

況
の

確
認

を
文

書
の
や

り
と

り
で

行
う

と
と

も
に

、
修

繕
や

活
用

に
対

す
る

助
言

を
行

い
ま

し
た
。

文 化 財

・
指

定
文

化
財

の
適

切
な

管
理

等
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

る
調

査
を

行
い

、
指

定
文

化
財

の
管

理
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

指
定

文
化

財
の
適
正

な
保

存
・
管

理
・

活
用

を
図

る
た
め

、
指

定
文
化

財
の

現
状

を
確

認
す
る

た
め

の
調
査

を
行

い
ま

す
。

6
2
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○
天

然
記

念
物

の
保

存
・

管
理

・
「

石
戸
蒲

ザ
ク

ラ
」

や
「

高
尾

カ
タ
ク

リ
自

生
地
」

な
ど

の
天

然
記

念
物

の
現
況

調
査

を
お
こ

な
い

ま
す
。

・
必

要
に
応

じ
て

、
樹

木
医

な
ど

の
第
三

者
に

よ
る
診

断
な

ど
を

お
こ

な
い

、
適
切

な
管

理
を
行

い
ま

す
。

・
昨
年

「
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
」

の
根

張
り

範
囲

拡
大

に
よ

る
育

成
を

目
的

に
、

国
指
定

天
然

記
念

物
の

追
加

指
定

と
し

た
北

側
隣

接
地

に
つ

い
て

、
土

地
の

買
い
上

げ
に

よ
る

公
有

地
化

を
行

い
、

桜
に

と
っ

て
重

要
な

根
張

り
範

囲
を

確
保
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
石
戸

蒲
ザ

ク
ラ

の
保

護
と

環
境

整
備

の
た

め
、

消
毒

作
業

や
枯

損
木

の
処

理
、
支

柱
交

換
、

北
側

用
地

境
界

の
フ

ェ
ン

ス
撤

去
な

ど
適

切
な

管
理

を
行

い
ま
し

た
。

・
「
高

尾
カ

タ
ク

リ
自

生
地

」
に

お
い

て
授

粉
作

業
や

撒
種

と
と

も
に

、
雑

木
林
の

管
理

を
年

間
を

通
じ

て
行

い
、

育
成

環
境

の
維

持
に

努
め

、
開

花
株

を
増
や

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

文 化 財

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

育
成

に
つ

い
て

、
根

張
り

範
囲

を
拡

大
し

、
育

成
環

境
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
高

尾
の

カ
タ

ク
リ

に
つ

い
て

、
株

数
の

維
持

や
自

生
地

の
保

全
と

整
備

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の
観

察
や

周
辺
整

備
を

実
施

し
、

本
木
の

樹
勢

維
持
に

努
め

ま
す
。

・
カ

タ
ク

リ
を

は
じ
め

と
す

る
植
物

文
化

財
の

定
期

的
な
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

を
実

施
し

、
市

内
で
新

た
な

天
然
記

念
物

の
指

定
後

補
に
つ

い
て

情
報
収

集
を

図
り

ま
す
。

○
民

俗
文

化
財

の
集

中
的

な
収
蔵

・
市

内
に
分

散
し

て
収

蔵
し

て
い

る
民
俗

文
化

財
を
１

ヶ
所

に
ま

と
め

て
管

理
し
ま

す
。

・
市
内

３
カ

所
に

分
散

し
て

い
た

民
俗

文
化

財
の

収
蔵

に
つ

い
て

、
２

カ
所

に
ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

文 化 財

・
民

俗
文

化
財

の
収

蔵
に

つ
い

て
、

収
蔵

資
料

の
約

７
割

を
一

か
所

に
収

蔵
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
現

在
の

分
散

し
た
施

設
で

は
効
率

が
悪

く
問

題
が

多
い
た

め
、

移
転
に

つ
い

て
は

、
今

後
も
公

共
施

設
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

の
な
か

で
検

討
し
て

い
き

ま
す
。

○
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
史

跡
指

定
【

※
令

和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
デ

ー
ノ
タ

メ
遺

跡
の

史
跡

指
定

に
つ
い

て
、

関
係
部

署
と

連
携

し
な

が
ら

、
実
現

に
向

け
て
事

業
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

・
教
育

委
員

会
は

、
都

市
整

備
部

、
市

長
公

室
と

連
携

し
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
の
保

存
に

つ
い

て
、

国
指

定
史

跡
と

す
る

こ
と

の
明

確
な

方
針

が
決

め
ら

れ
ま
し

た
。

・
地
域

住
民

に
対

し
て

遺
跡

保
存

の
理

解
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

地
域

ぐ
る

み
で
遺

跡
を

守
る

姿
勢

を
示

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

文 化 財

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

を
国

指
定

史
跡

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

方
策

を
策

定
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a
・

デ
ー

ノ
タ

メ
遺
跡
の

保
存

に
つ
い

て
、

市
議

会
の

理
解
を

得
る

こ
と
を

目
指

し
て

い
き

ま
す
。
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○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
に

よ
る

文
化

財
の

情
報

発
信

・
文

化
財
の

情
報

や
最

新
の

調
査

成
果
に

つ
い

て
情
報

を
発

信
し

ま
す
。

・
「
広

報
き

た
も

と
」

に
お

い
て

、
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

国
指

定
1
0
0
年

を
記

念
す
る

連
載

記
事

や
特

集
記

事
を

掲
載

し
、

市
民

へ
の

周
知

を
図

る
こ

と
が

で
き
ま

し
た
。

・
市
長

公
室

と
連

携
し

て
、

和
楽
W
e
b
(
小

学
館
)
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

「
デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
」

と
「

石
戸

蒲
ザ

ク
ラ

」
の

特
集

ペ
ー

ジ
を

掲
載

す
る

こ
と
が

で
き

、
2
万

を
超

え
る

閲
覧

数
が
あ
り

ま
し

た
。

文 化 財

・
市

民
に

対
し

て
、

「
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
」

の
歴

史
や

植
物

と
し

て
の

特
徴

を
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

指
定
1
0
0
周

年
を

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
大

手
出

版
社

に
よ

る
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
と

石
戸

蒲
ザ

ク
ラ

の
特

集
に

よ
り

、
市

外
の

人
た

ち
に

北
本

市
を
P
R
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
こ

れ
か

ら
も

「
広
報

き
た

も
と
」

な
ど

に
お

い
て

、
市
の

歴
史

や
自
然

に
つ

い
て

周
知

し
て
い

き
ま

す
。

・
こ

れ
か

ら
も

「
デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
」

や
「

石
戸

蒲
ザ
ク

ラ
」

な
ど
の

市
内

文
化

財
に

対
す
る

認
知

度
を
上

げ
て

い
き

ま
す
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

の
デ

ジ
タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

活
用
を

研
究

し
て
い

き
ま

す
。

○
文

化
財

の
展

示
・

公
開

・
活
用

・
市

内
の
貴

重
な

文
化

財
に

つ
い

て
展
示

な
ど

を
積
極

的
に

行
い

、
地

域
学

習
に
寄

与
し

て
い
き

ま
す
。

・
重

要
遺
跡

を
始

め
、

発
掘

調
査

の
成
果

等
の

現
地
説

明
会

を
開

催
し

ま
す

・
市
庁

舎
１

階
に

展
示

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
、

ス
ポ

ッ
ト

展
示

「
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡
が

語
る

も
の

」
展

を
年

間
を

通
し

て
開

催
し

ま
し

た
。

・
「
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
」

国
指

定
1
0
0
年

記
念
展

示
会

及
び

講
演

会
を

開
催
し

ま
し
た

。
特

に
講

演
会

で
は

、
ゲ

ス
ト

を
招

い
た

こ
と

も
あ

り
、

文
化

セ
ン

タ
ー
ホ

ー
ル

を
満

席
に

し
て

開
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
学
校

や
地

域
と

の
連

携
に

よ
る

小
学

校
社

会
科

授
業

、
市

民
向

け
の

歴
史

講
座
、

歴
史

探
訪

会
等

を
支

援
し

ま
し
た

(
2
1
回

開
催

、
延

べ
8
8
8
人

参
加
)
。

文 化 財

・
学

校
や

公
民

館
等

と
連

携
を

図
り

、
体

験
学

習
や

出
前

講
座

を
実

施
す

る
こ
と

で
、

児
童

生
徒

や
市

民
に

郷
土

の
歴

史
や

文
化

財
に

ふ
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
P
R
を

続
け

て
い
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b

・
今

後
も

、
歴

史
的
資

料
や

文
化
財

等
を

活
用

し
た

出
前
講

座
、

体
験
学

習
、

歴
史

探
訪

会
等
を

実
施

し
て
い

き
ま

す
。

・
文

化
財

の
広

報
掲
載

の
機

会
を
増

や
す

よ
う

、
所

管
課
へ

働
き

か
け
て

い
き

ま
す
。

・
説

明
看

板
の

整
備
に

努
め

ま
す
。

○
文

化
財

の
学

習
・

啓
発

活
動

【
※

令
和

４
年

度
重

点
項

目
】

・
市

内
小
・

中
学

校
・

公
民

館
等

へ
の
出

張
授

業
事
業

や
フ

ィ
ー

ル
ド

学
習

の
充
実

に
努

め
ま
す

。

・
小
学

校
3
年

生
が

学
校

で
行

う
社

会
科
見
学

会
で

、
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
、
板

石
塔
婆

収
蔵

庫
の

案
内

、
解

説
を

行
い

、
児

童
の

学
習

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き
ま

し
た
。

・
学
校

と
の

連
携

に
よ

る
学

習
に

つ
い

て
は

、
小

学
校

お
よ

び
中

学
校

の
授

業
に
お

い
て

、
歴

史
散

策
に

よ
る

現
地

解
説

や
総

合
の

授
業

で
の

講
座

な
ど

の
学
習

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

・
地
域

と
の

連
携

に
よ

る
学

習
に

つ
い

て
は

、
市

役
所

出
前

講
座

、
公

民
館

等
が
主

催
す

る
歴

史
講

座
、

歴
史

探
訪

会
等

を
支

援
し

ま
し

た
。

文 化 財

・
学

校
と

連
携

を
図

り
、

体
験

学
習

や
出

前
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

に
郷

土
の

歴
史

や
文

化
財

に
ふ

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
市

内
の

文
化

財
に

つ
い

て
、

講
座

や
散

策
の

参
加

者
が

親
し

む
機

会
を

設
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
、

歴
史
的
資

料
や

文
化
財

等
を

活
用

し
た

出
前
講

座
、

体
験
学

習
、

歴
史

探
訪

会
等
を

実
施

し
て
い

き
ま

す
。

・
地

域
史
料

を
活

用
し

た
「

歴
史

講
座
」

「
古

文
書
読

解
の

会
」

等
の

開
催

に
努
め

ま
す
。

・
通
常

、
市

で
収

集
し

た
古

文
書

を
教

材
と

し
て

、
「

古
文

書
を

読
む

」
の

講
座
を

毎
年

開
催

し
て

お
り

ま
す

が
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

文 化 財
―

-
・

今
後

も
、

市
内
の
古

文
書

を
教
材

と
し

た
講

座
等

の
実
施

を
し

て
い
き

ま
す
。

6
4
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郷
土

芸
能

の
継

承
と

支
援
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○
郷

土
芸

能
団

体
の

支
援

と
後

継
者

育
成

・
国

、
県
、

財
団

等
の

補
助

に
つ

い
て
情

報
を

集
め
、

団
体

の
支

援
に

つ
な

げ
る
よ

う
努

め
ま
す

。
・

市
内

の
小

・
中

学
校

と
郷

土
芸

能
団
体

と
の

連
携
に

努
め

ま
す
。

・
国
、

県
の

補
助

制
度

に
加

え
て

、
民

間
団

体
か

ら
の

活
動

補
助

な
ど

の
情

報
を
各

団
体

へ
伝

え
、

申
請

等
の

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

後
継

者
育

成
の
た

め
の

新
会

員
募

集
や

宣
伝

の
支

援
を

行
っ

て
き

ま
し

た
。

・
小
中

学
校

へ
「

北
本

市
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

」
の

情
報

提
供

を
行

い
ま
し

た
。

文 化 財

・
補

助
金

申
請

に
つ

い
て

、
定

例
の

理
事

会
な

ど
で

、
情

報
の

提
供

を
行

い
、

各
団

体
の

活
動

支
援

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
市

内
小

・
中

学
校

へ
、

郷
土

芸
能

保
存

団
体

連
合

会
な

ど
の

告
知

な
ど

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し
た

ｂ

・
補

助
金

の
申

請
対
象

は
指

定
文
化

財
で

あ
る

こ
と

を
条
件

と
す

る
こ
と

が
多

く
、

未
指

定
の
団

体
の

活
動
に

つ
い

て
も

補
助

金
の
情

報
を

収
集
し

て
い

き
ま

す
。

・
会

員
の

募
集

範
囲
に

つ
い

て
、
広

域
化

す
る

こ
と

を
郷
土

芸
能

保
存
団

体
連

合
会

へ
提

案
し
て

い
き

ま
す

・
小

中
学

校
へ

の
授
業

支
援

を
検
討

し
ま

す
。

○
郷

土
芸

能
の

記
録

と
情

報
の

発
信

・
郷

土
芸
能

の
活

動
を

映
像

で
記

録
し
ま

す
。

・
市

内
で
活

動
す

る
郷

土
芸

能
の

魅
力
を

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等

で
発

信
し

ま
す
。

・
郷
土

芸
能

団
体

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
て

、
各

小
中

学
校

・
公

民
館

等
へ
配

布
し

郷
土

芸
能

保
存

団
体

連
合

会
の
P
R
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

・
郷
土

芸
能

大
会

の
映

像
を

動
画

配
信

サ
イ

ト
で

放
映

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

文 化 財

・
郷

土
芸

能
の

歴
史

や
活

動
に

つ
い

て
、

市
民

に
向

け
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
郷

土
芸

能
の

映
像
の

上
映

機
会
や

写
真

展
な

ど
の

企
画
を

考
え

て
い
き

ま
す
。

・
今

後
も

積
極

的
に
各

種
メ

デ
ィ
ア

に
働

き
か

け
て

い
き
ま

す
。

ま
た
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等
に

に
郷

土
芸
能

保
存

団
体

連
合

会
の
情

報
掲

載
を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

の
支

援
【

※
令

和
４

年
度

重
点

項
目
】

・
郷

土
芸
能

大
会

を
継

続
的

に
開

催
す
る

た
め

こ
れ
を

共
催

し
て

支
援

し
ま

す
。

・
市

外
で
活

動
す

る
郷

土
芸

能
団

体
と
の

交
流

に
つ
い

て
支

援
し

ま
す
。

・
北
本

市
郷

土
芸

能
大

会
の

開
催

に
向

け
て

、
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

の
理
事

会
が

中
心

と
な

り
準

備
を

進
め

て
き

た
結

果
、

３
年

ぶ
り

な
が
ら

も
、
大

会
の

質
を

落
と

す
こ

と
の

な
い

開
催

が
で

き
、

来
場

者
か

ら
は

大
変

好
評
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
J
R
車

内
広

告
の

掲
載

や
N
H
K
ラ

ジ
オ

出
演
に

よ
り

、
郷

土
芸

能
大

会
開
催

の
支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
リ
ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

に
よ

り
、

市
内

の
学

校
や

社
会

教
育

施
設

に
お
い

て
、
啓

発
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

文 化 財

・
北

本
市

郷
土

芸
能

大
会

の
再

開
に

つ
い

て
、

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
郷

土
芸

能
の

啓
発

に
つ

い
て

の
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
郷

土
芸

能
大

会
の
観

客
の

年
代
層

を
広

げ
て

い
く

た
め
、

市
内

小
・
中

学
校

、
高

校
等

へ
の
宣

伝
に

努
め
ま

す
。

・
郷

土
芸

能
大

会
だ
け

で
は

な
く
、

日
常

的
な

交
流

や
各
団

体
の

市
外
へ

の
派

遣
な

ど
を

支
援
し

て
い

き
ま

す
。



「ｓ」 「ａ」 「ｂ」 「ｃ」 「－」

施策１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善 10 0 3 7 0 0

施策２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 15 0 3 12 0 0

施策３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組 4 0 0 4 0 0

施策４ 進路指導・キャリア教育の推進 4 0 0 4 0 0

施策５ 本物にふれる事業の推進 4 0 0 4 0 0

施策６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 7 0 3 4 0 0

施策１ 基本的人権を尊重する教育の推進 4 0 0 4 0 0

施策２ 人権啓発活動の推進 3 0 2 1 0 0

施策３ 心の教育の推進 7 0 1 5 0 1

施策４ ボランティア・福祉教育の推進 2 0 0 2 0 0

施策５ 生徒指導・教育相談体制の充実 7 0 0 7 0 0

施策６ 児童生徒の健康の保持増進 13 0 2 11 0 0

施策７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 11 0 0 10 0 1

施策８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 12 0 2 10 0 0

施策１ 学校４・３・２制（小中一貫教育）をはじめとした異校種間連携の推進 3 0 1 2 0 0

施策２ 地域に開かれた特色ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進 4 0 0 4 0 0

施策３ 教職員の資質の向上 10 0 2 8 0 0

施策４ 教育環境の整備・充実 7 0 2 5 0 0

施策５ 学校経営の改革推進 5 0 1 4 0 0

施策１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進 2 0 0 2 0 0

施策２ 地域の教育推進体制の充実 4 0 0 3 0 1

施策３ 子供の読書活動の推進 4 0 0 4 0 0

施策４ 地域活動室事業と学校応援団の活用の推進 4 0 0 4 0 0

施策１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 7 0 0 7 0 0

施策２ 学習施設の整備・運営の充実 14 0 0 14 0 0

施策３ 文化芸術活動の推進 3 0 0 3 0 0

施策４ スポーツ活動の推進 5 0 0 5 0 0

施策１ 文化財保護の調査と研究 5 0 1 4 0 0

施策２ 文化財の保存と管理 6 0 2 4 0 0

施策３ 文化財の啓発と活用 4 0 1 2 0 1

施策４ 郷土芸能の継承と支援 3 0 1 2 0 0

　・「ａ」期待水準を上まわる成果を挙げている。
　・「ｂ」期待する成果を挙げている。
　・「ｃ」期待する成果が十分に得られていない。
　・「－」止むを得ない事情（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための事業中止等）により評価対象外。

基本目標
Ⅲ

基本目標
Ⅳ

基本目標
Ⅴ

基本目標
Ⅵ

＊個別取組にかかる評価（取組評価）の凡例
　・「ｓ」期待水準を大幅に上まわる成果を挙げている。

基本目標
Ⅱ

【参考】令和４年度事業の個別取組にかかる自己評価（取組評価）の集計表

施策名
個別取

組
の数

左記の個別取組の評価内訳

基本目標
Ⅰ

65
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６ 評  価 

 

【評価基準】 

評価記号 評 価 要 素 
Ａ 期待水準を大幅に上まわる成果を挙げている。 
Ｂ 期待する成果を挙げている。 
Ｃ 期待する成果が十分に得られていない。 

 

【点検・評価の集計結果】 

評価記号 自己評価 
外部評価者評価 

清水委員 山田委員 
Ａ ６施策 19.3％ ６施策 19.3％ ７施策 22.6％ 

Ｂ ２５施策 80.6％ ２５施策 80.6％ ２４施策 77.4％ 

Ｃ ０施策 0.0％ ０施策 0.0％ ０施策 0.0％ 

合  計 ３１施策 100.0％ ３１施策 100.0％ ３１施策 100.0％ 

 ＊第２期北本市教育振興基本計画に定める３１の施策に対する点検・評価となります。 

 ＊各個別取組の「取組評価」におけるｓ及び a 評価の割合を基に、「施策単位」による評

価を行いました。 
 ＊各事務事業の評価に関することは、各担当課にお問合せください。 
 
【点検・評価の施策ごとの結果】 

基本目標及び施策 
自己 
評価 

外部評価者 
評価 

主管課 

施策の

取組状

況掲載

ページ 
清水 
委員 

山田 
委員 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 
１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 9 
２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 11 
３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 14 
４ 進路指導・キャリア教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 15 
５ 本物にふれる事業の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 16 
６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 Ａ Ａ Ａ 学校教育課 17 
Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 
１ 基本的人権を尊重する教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 20 
２ 人権啓発活動の推進 Ａ Ａ Ａ 生涯学習課 22 
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３ 心の教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 23 
４ ボランティア・福祉教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 25 
５ 生徒指導・教育相談体制の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 26 
６ 児童生徒の健康の保持増進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 29 
７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 32 
８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 35 
Ⅲ 質の高い学校教育の推進 
１ 小中一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携の推進 Ａ Ａ Ａ 学校教育課 38 
２ 地域に開かれた特色ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 39 
３ 教職員の資質の向上 Ｂ Ｂ Ａ 学校教育課 40 
４ 教育環境の整備・充実 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 42 
５ 学校経営の改革推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 44 
Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 
１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進  Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 46 
２ 地域の教育推進体制の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 47 
３ 子供の読書活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 48 
４ 地域活動室事業と学校応援団の活動の推進  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 49 
Ⅴ 生涯学習の支援 
１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 51 
２ 学習施設の整備・運営の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 53 
３ 文化芸術活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 56 
４ スポーツ活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 57 
Ⅵ 文化財保護の推進 
１ 文化財保護の調査と研究 Ｂ Ｂ Ｂ 文化財保護課 59 
２ 文化財の保存と管理 Ａ Ａ Ａ 文化財保護課 61 
３ 文化財の啓発と活用 Ａ Ａ Ａ 文化財保護課 63 
４ 郷土芸能の継承と支援 Ａ Ａ Ａ 文化財保護課 64 
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【主管課における自己評価のまとめ】 

教育総務課 

学校給食における地産地消の推進により、地元の名産品のトマト

カレーを提供し、児童生徒の食の関心を深めることが出来ました。 

また、南小学校についてＢ棟屋上防水工事のための設計や外階段

改修工事を実施するともに、積雪時の宮内中学校屋内運動場屋根か

らの雪の落下に対して安全性を高めるために雪止めの設置を行いま

した。 

引き続き、安全に配慮した学校施設の整備を順次進めてまいりま

す。 
 
 
 
 
 

学校教育課 

 コロナ禍であっても、小中一貫教育（学校４・３・２制）を基軸

とした研究への具体的な取組を市内全校で実施したことや、児童生

徒の学級満足度が全国平均値を上回ったことから、基本目標Ⅲ－１

の施策を「Ａ」評価としました。 

 教職員の資質向上の取組は、働き方改革をより推進することがで

きたが、教職員事故防止の徹底が課題となることから、市教委主催

又は校内の研修の充実を図り、教職員事故０を目指してまいります。 
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生涯学習課 

基本目標Ⅱでは、施策２において、各種人権教育啓発資料を作成・

配布するとともに、人権教育啓発講座を開催し、市民の人権意識の

啓発を図ることができたことから「Ａ」評価としました。 

その他、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため実施できなか

った事業等もありますが、「子ども大学きたもと」や「文化のつど

い」など、計画どおり開催できたことから「Ｂ」評価としました。 

 

 

 

 

 

文化財保護課 

基本目標Ⅵ‐１では、重要遺跡の内容確認調査を実施し、貴重な

成果を上げています。また、指定文化財候補の調査を開始しました。 

Ⅵ‐２では、「石戸蒲ザクラ」の北側隣接地の公有地化及びフェ

ンス撤去により、根張りの範囲を拡大しました。Ⅵ‐３では、「デ

ーノタメ遺跡」を国指定史跡にする方針が明確となりました。 
Ⅵ‐４では、郷土芸芸能大会が再開し、このための支援も実施し

ました。 

 
（注１）生涯スポーツ関連事務は令和２年度より教育委員会所管事務となります。 

（注２）学校保健体育に関する事務の主管課は「学校教育課」となります。 
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【外部評価者講評】 
 
埼玉大学名誉教授 清 水   誠 （敬称略） 

 令和４年度教育行政の重点施策に沿って推進された 31 の施策につい 
て点検評価した。各個別取組の全てにおいて目標を明確にして取り組ん 
だことを確認することができた。 

特に、基本目標Ⅲの施策１「小中一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異

校種間連携の推進」を通してでは、令和３年度に引き続き児童生徒の学級満足度が全

国平均を上回る等の成果を挙げていることを認めることができた。他にも基本目標Ⅰ

の施策６「共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進」、基本目標Ⅱの施策２「人

権啓発活動の推進」、基本目標Ⅵの施策２「文化財の保存と管理」などの施策におい

て期待水準を大きく上回る成果を上げていることを確認することができた。 
北本市教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行状況について着実に点検

及び評価を行い、成果を挙げていることを認めることができた。 
 

 
淑徳大学教育学部学部長 山 田 晋 治 （敬称略） 

 前回に引き続き北本市教育振興基本計画に基づき教育委員会が取り組 
んだ事務に関する点検評価に携わることになり、改めて過年度の報告書 
の概要等も確認しながら令和４年度教育行政の重点施策にかかる事業について点検評

価した。収束に向かいつつあるとはいえコロナ禍の影響が色濃く残る中、各施策にお

いて概ね期待どおりの成果を挙げることができたことは大いに評価できると考える。

中でも基本計画Ⅱ施策２「人権啓発活動の推進」や基本計画Ⅲ施策１「小中一貫教育

（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携」については前年度同様に期待水

準を上回る成果を挙げていることを確認できた。また、基本計画Ⅵ「文化財保護の推

進」の各施策でも、北本市ならではの貴重な文化財の保護やその活用等において大き

な成果を挙げていることも確認できた。 
 全体として各施策にかかる取組に対する教育委員会の自己評価も妥当であると思わ

れる。これらの成果と課題を次期教育振興基本計画の推進に活かすとともに、今後も

北本市教育委員会が各学校、保護者、市民等と連携を図りながら子供たちの未来づく

りに資する教育行政に期待したい。 
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７ 指標一覧 

 

  第２期北本市教育振興基本計画において定められている各指標の数値目標について、

令和４年度末におけるその状況は次のとおりでした。 

関連施策 指標 
令和３年度末 

（太字は達成） 

令和４年度末 

（太字は達成） 

第２期教育振興 

基本計画の目標 

（令和４年度末） 

Ⅰ１ 

ほか 

県学習状況調査の各学年の平均正

答率が県平均を上回る教科の割合 
５０％ ５７．１％ １００.０％ 

Ⅱ７ 

新体力テスト総合評価５ランク

中上位３ランクである児童生徒

の割合 
７６．７ ７５．３％ ８７．０％ 

Ⅱ６ 
学校給食における地場産食材の使用量

＊下段に５月１日児童生徒数を参考掲載 
10,285 ㎏ 

（4,165 人） 

7,545 ㎏ 

（4,046 人） 
１０，０００㎏ 

Ⅲ４ 

Ⅳ２ 

放課後子ども教室における学童

との共通プログラムの実施頻度 
各教室 

０回／年 

各教室 

０回／年 

各教室 

３５回／年 

ⅢⅠ 

（Ⅰ１・Ⅱ５）

学校４・３・２制における児童生

徒の交流活動実施回数 
５５回／年 ７２回／年 ２４０回／年 

Ⅳ４ 
学校応援団の年間支援活動日数

（１校平均） １３５日 １１２日 １８０日 

Ⅴ１ 市民大学きたもと学苑の講座数 １７８講座 １８５講座 ２５０講座 

Ⅴ１ 人財情報バンク登録者数 １８７人 １８８人 １８０人 

Ⅴ１ 市役所出前講座 １８件／年 １５件／年 ３５件／年 

Ⅴ２ 
市民１人当たりの公民館年間利

用回数 
４．２回 ５．３回 ７．５回 

Ⅳ３ 

Ⅴ２ 

市民１人当たりの図書資料年間

貸出点数 ４．７冊 ４．７冊 ５．８冊 

Ⅴ２ 
市民１人当たりの野外活動セン

ター年間利用回数 ０．６回 ０．８回 １．０回 

Ⅵ１ 
保護されている指定・登録文化財

件数 
５３件 ５４件 ５５件 

Ⅵ３ 
文化財学習講座及び小・中学校学

習支援講座数 
１７講座 ２５講座 ３０講座 

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため各種事業が中止となったことから、指標に影響が出てい
ますのでご了承ください。 
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８ 教育委員会の活動状況 

 

（１）教育委員会会議 

区分 日付 
報告・議案 

件数 
議事内容 

定例 4 月 28 日 

報告 ８件 
令和４年度児童生徒数及び学級数、令和２年度各小・中

学校第３学期状況報告について等の報告。 

議案 ２件 
北本市就学支援委員会委員の委嘱等、令和４年度「学校

運営協議会」委員の任命についての議決。 

定例 5 月 26 日 

報告 ８件 
要保護及び準要保護児童生徒の認定状況、北本市社会教

育委員の委嘱及び任命について等の報告。 

議案 ２件 
市指定文化財候補「田島家文書」の文化財指定（諮問）、

北本市スポーツ推進審議会委員の委嘱についての議決。 

定例 6 月 23 日 

報告 ４件 
北本市公民館等運営審議会委員の委嘱、北本市図書館協

議会委員の委嘱等の報告。 

議案 ４件 

令和４年度北本市教育委員会教育委員の学校訪問、北本

市社会教育委員の委嘱及び任命について等の議案の議

決。 

定例 7 月 28 日 

報告 ３件 

令和４年度北本市教育委員会教育委員の学校訪問のま

とめ、北本市青少年指導委員会委員の委嘱について等の

報告。 

議案 ２件 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価報告書、北本市立学校における働き方改革基本方針の

改定についての議決。 

定例 8 月 25 日 

報告 ３件 
令和４年度各小・中学校第１学期状況報告、和解をし、

損害賠償の額を定めることについて等の報告。  

議案 ２件 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検評価報

告書、北本デジタルアーカイブズ事業に関する協定書の

締結についての議決。 

定例 9 月 22 日 

報告 １件 教育長の決裁処分（共催・後援）の報告についての報告。 

議案 ３件 
令和５年度当初教職員人事異動の方針、第７回きたもと

ピアノフェスティバルの開催について等の議決。  

臨時 10 月 5 日 議案 １件 教職員の人事についての議案の議決。 
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定例 10月27日 

報告 ３件 
令和４年度埼玉県学力・学習状況調査結果概要、下宿遺

跡第９次発掘調査について等の報告。 

議案 １件 
和解をし、損害賠償の額を定めることについての議案の

議決。 

定例 11月24日 

報告 ３件 
令和５年北本市成人式開催概要、国指定 100 年記念展示

「石戸蒲ザクラ展」についての報告。 

議案 ３件 

公の施設の指定管理候補者の選定結果（文化センター）、

公の施設の指定管理候補者の選定結果（野外活動センタ

ー）についての議決。 

定例 12月22日 

報告 ５件 

教育長の決裁処分（共催・後援）の報告、第５７回北本

市市民文化祭文化のつどいの実施報告について等の報

告。 

議案 ３件 
令和５年度北本市立小・中学校入学通知、学校医、学校

歯科医及び学校薬剤師の委嘱についての議決。 

定例 1 月 26 日 

報告 ９件 
教教育長の決裁処分（共催・後援）の報告、令和４年度

各小・中学校第２学期状況報告について等の報告。 

議案 ２件 

北本市中学３年生インフルエンザ予防接種費用助成金

交付要綱の一部を改正する告示、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第十条の規定による教育委員の辞

職の同意について等の議決。 

定例 2 月 16 日 

報告 １件 教育長の決裁処分（共催・後援）の報告についての報告。 

議案１０件 
第３期北本市教育振興基本計画、北本市立小・中学校職

員服務規程の一部改正等の議決。 

定例 3 月 22 日 

報告１５件 
北本市立教育センター令和５年度事業計画等、北本市立

体育センター令和５年度事業計画について等の報告。 

議案１１件 
令和５年度教育行政の重点施策、令和５年度指導の重点

について等の議決。 
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（２）総合教育会議 

日付 議案件数 議事内容 

9 月 22 日 議案 １件 北本市教育施策大綱についての議決。 

 
（３）学校訪問・社会教育施設等訪問 

区分 日付 概要 

学校訪問 ７月５日 中丸小学校、南小学校、北本中学校 

社会教育施設等 

訪問 
10 月５日 

勤労福祉センター、北部公民館、東部公民館、西部

公民館 
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９ 資  料 

 

（１）教育委員会教育長・教育委員            （令和５年３月３１日現在） 
職   名 氏   名 教育長・教育委員の任期 
教 育 長 神 子 修 一 令和 ３年１０月１日～令和 ６年 ９月３０日 
職務代理者 黒 川 範 子 令和 ４年１０月１日～令和 ８年 ９月３０日 
委   員 久保田 篤 正 平成２９年 ７月１日～令和 ７年 ６月３０日 
委   員 若 山   晋 令和 ３年 ４月１日～令和 ７年 ３月３１日 
委   員 関 根 桂 子 令和 ４年１０月１日～令和 ８年 ９月３０日 

 
（２）教育委員会の組織                  （令和５年３月３１日現在） 
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（３）公立学校施設 

ア 小学校                   （令和４年５月１日現在） 
学 校 名 児童数（人） 学級数 
中丸小学校 ４１９ １５ 
石戸小学校 ２７３ １４ 
南小学校 ４０１ １５ 
北小学校 ３９８ １５ 
西小学校 ５１３ １９ 
東小学校 ３９６ １７ 

中丸東小学校 １８８ ８ 
小学校合計 ２，５８８ １０３ 

  
イ 中学校                   （令和４年５月１日現在） 

学 校 名 生徒数（人） 学級数 
北本中学校 ５６５ １８ 
東中学校 ４３６ １４ 
西中学校 １３８ ７ 

宮内中学校 ３１９ １１ 
中学校合計 １，４５８ ５０ 
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（４）北本市教育施策大綱 
 

北本市教育施策大綱 
（平成３０年度～令和４年度） 

 

 

  グローバル化による多様性や急速な情報化・技術革新による社会的変化が進む中で、

北本の子供たちが大きな夢と志を持ち、時代に対応していくため、基礎的な知識・技能

を確実に習得し、それらを活用して、自らの人生を切り拓き、たくましく生きるための

力をはぐくみ、豊かな人間関係を築きながら、幸福な生涯を実現するとともに、北本市

の将来を担い、社会の中で役割を果たすことのできる人材を育成するため、教育は重要

な使命を担っています。 

この使命を果たすため、本市の教育行政を進めていく上での基本的な考え方として、

次の基本理念を掲げます。 

 

 

 

 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成  

教育の質を充実させるための土台づくりとして、主体的・対話的で深い学び（いわゆ

るアクティブ・ラーニング）の視点から授業改善を進め、指導方法の工夫・改善を行う

ことにより、児童生徒の学習過程を質的に高め、主体的･対話的で深い学びを実現させま

す。また、時代の変化や社会の変化に対応する教育を推進するとともに、義務教育９年

間における学びと育ちの連続性を重視した教育及び進路指導・キャリア教育を推進する

ことにより、児童生徒の「生きる力」をはぐくみ、一人一人の自己実現を支援します。 

さらに、様々な道の専門家にふれる事業を推進することにより、児童生徒の豊かな感

性をはぐくむとともに、特別な教育的支援を必要とする子供たちに対する支援、指導体

制等の整備を推進します。 

 

Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成  

幼児から高齢者に至るそれぞれの年代において、相手を思いやる心、感動する心など、

○基本理念 

○基本目標 
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人権を尊重する意識を育て、差別のない社会を目指すため、人権啓発活動の推進を図り

ます。 

学校においては、他人を思いやる心や公共の精神を養うため、心の教育やボランティ

ア・福祉教育の充実を図るとともに、いじめや不登校、暴力行為などの問題解決に積極

的に取り組みます。また、児童生徒の健康の保持増進、体力向上などを図るとともに、

交通安全や防災などの安全教育の推進に努めます。 

 

Ⅲ 質の高い学校教育の推進  

各小・中学校のホームページ等を利用した情報発信や学校協議会等の効果的な活用に

より、地域に開かれた特色ある学校づくり、信頼される学校づくりを推進するとともに、

教職員研修の一層の充実、人事配置の改善、人事評価制度の活用等を図ることにより、

一人一人の教職員の資質の向上や総合的な学校力の向上を図ります。また、学校施設を

はじめとした、安全で快適な教育環境の整備を推進します。 

さらに、幼稚園・保育園・小学校及び小・中学校の連携や小中一貫教育を推進し、子

供たちの幼児期から義務教育９年間を見通した教育活動を行います。 

 

Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上  

主に保護者が子供たちに基本的な生活習慣や倫理観、自制心や自立心などを身に付け

させるために行う、家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進を図るととも

に、地域の教育推進体制の充実を図ります。また、こども図書館等を活用して、親子で

読書に親しむ機会を提供するなど、子供の読書活動の推進を図ります。 

さらに、地域活動室事業と学校応援団の活動の推進をとおして地域との絆を深め、地

域の教育力の向上を図るとともに、学校における教育活動の充実を図ります。 

 

Ⅴ 生涯学習の支援  

市民が生涯を通じて学習することができ、学習した成果が適切に評価され、社会に還

元されるような生涯学習による生涯学習のまちづくりの実現を推進するとともに、生涯

学習の活動の拠点となる学習施設の整備・運営の充実に努めます。また、市民への文化

芸術活動の発表の場の提供や地域文化の振興をとおして、市民の文化芸術活動を推進し

ます。 

 

Ⅵ 文化財保護の推進  

地域で長く培われてきた北本の歴史・伝統・文化への理解を深め、次の世代に守り伝

えるため、貴重な文化財の調査・保存を進めるとともに、郷土芸能の保存と振興に努め

ます。また、文化財への理解を深め、これを活用するため、文化財の情報の発信と啓発

事業の充実に努めます。  
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北本市教育施策大綱と北本市教育振興基本計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

○基本理念 

「共に学び 未来を拓く 北本の教育」 

○基本目標 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

Ⅲ 質の高い学校教育の推進 

Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 

Ⅴ 生涯学習の支援 

Ⅵ 文化財保護の推進 

 

実行計画 

 

 

 

  

 

 

 

北本市・北本市教育委員会 

 

 

 

北本市教育施策大綱 

第２期北本市教育振興基本計画 

（平成３０年度～令和４年度） 

（平成３０年度～令和４年度） 



80 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

（令和４年度実施事業） 

教育委員会の事務に関する点検評価報告書 

 発    行 令和５年８月 
 編    集 北本市教育委員会 
 〒364-8633 埼玉県北本市本町１丁目１１１番地 
 Ｔ Ｅ Ｌ ０４８－５９１－１１１１ 
 Ｆ Ａ Ｘ ０４８－５９２－５９９７ 
 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.city.kitamoto.lg.jp 

 Ｅ-mail   a04400@city.kitamoto.lg.jp 
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      〔シンボルマーク〕         〔市の木〕さくら           〔市の花〕 菊 
 


